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恒平戸市役所も参加しています。

◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／35,264人（－101）
　男性／16,519人（－71）
　女性／18,745人（－30）
■世帯数　14,373戸（＋30）
※（ ）は、前月との比較

平成24年5月1日現在

　５月３日、４日、５日の３
日間、平戸大橋公園特設会場
で開催された、「平戸海道渡
海人祭」での一コマ。子ども
たちに人気で今年も大盛況
だった「GO!GO!タコまっしぐ
ら」初めて触れるタコの感触
に子どもたちの反応は本当に
さまざまで、大興奮したり、
泣き叫んだりと、たくさんの
表情を見せてくれました。

　５月21日、太平洋側の
地域で金環食が見られまし
た。平戸では、部分日食で
半円の太陽のリングを見る
ことができました。この日
は同じ時に多くの人が空を
見上げたことでしょう。さ
て、６月は梅雨のシーズン。
子どもの頃は新しい傘を早
く使いたくて、空を見上げ
て雨を楽しみに待っていた
こともありました。雨とい
えば、いつ起こるか分から
ない災害。「もしも」に備え
ることをお忘れなく。

　今回平成24年春の叙勲
を受章されたみなさんの取
材をし、たくさんの貴重な
話を聞かせていただきまし
た。受章されたみなさんは
それぞれがその道のスペシ
ャリストで、本当に自分の
仕事に誇りと責任を持ち勤
められていたことが分かり
ました。また、みなさんに
共通していた仲間を大切に
し、常に感謝の気持ちを忘
れない姿が印象的でした。
受章されたみなさん本当に
おめでとうございます。
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「農家の嫁から町長に」
～男女共同で担い合う地域づくり～～男女共同で担い合う地域づくり～
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　６月23日から29日まで「男女共同参画週間」です。
　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を発揮でき
る「男女共同参画社会」。その実現のためには、行政だけではなく、みなさん一人ひとり
の取り組みが必要です。
　本市では、男女共同参画週間に合わせて、元福岡県杷木町町長・中嶋玲子さんの講演
会を開催します。

「あなたも わたしも 輝くひらど」
　自分らしく輝くために、中嶋さんの貴重な体験をふまえた講演を、お聞き逃しなく！

○と　き　平成24年6月26日（火）
　　　　　開場／午後6時30分
　　　　　開演／午後7時
○ところ　平戸市離島開発総合センター
　　　　　（北部公民館）　大ホール

入場
無料

託児
無料

中嶋 玲子さん
福岡県男女共同参画審議会委員
元福岡県杷木町町長（九州初の女性町長）

※託児を希望する人は、事前にお申し込みください
■お問い合わせ・託児の事前申込
　企画課政策企画班（☎内線2336）　

は     き  まち

　男女共同参画社会は、一
農家の土間の上から始まって
います。女性が変われば地域
は変わる。でも、男性が
変わらなければ社会は
変わりません。 
　　　　ー中嶋 玲子
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平戸市総合防災訓練を開催します
○と　き　６月27日（水）午前９時～午後４時
○ところ　大島港（大島村的山）　
○訓練内容　避難誘導訓練（九州電力（株）玄海原子力発電所から
　放射性物質が放出されたことを想定した、大島地区の住民避難）、
　救急実技訓練（消防職員の指導により、人工呼吸・心臓マッサー
　ジ・ＡＥＤの操作など）、起震車による地震体験訓練、煙体験
　ハウスによる煙体験訓練、初期消火訓練

原子力安全協定締結に向けて要請活動
　５月７日、九州電力本店（福岡市）において、玄海原子力発電
所から半径30キロ圏内にある平戸・松浦・佐世保・壱岐・伊万
里の５市の市長による要請活動を行いました。これは、九州電力
に対し、市を当事者とした安全協定の早期締結を求めるものです。
　九州電力からは「できるだけ早く協定を結びたい」との回答を
もらい、当初の目的を達成することができました。今後は「原子
力防災に係る安全協定」の早期締結に向け努力していきます。

　これからの梅雨時期の大雨や台風、地震などの自然災害に備えて、日頃からの準備が必要です。特に、広範囲
にわたる深刻な被害が発生した場合には、防災関係機関の災害対応が困難な場合もあります。
　市民のみなさん、一人ひとりが「自らの身の安全は自らが守る」という意識を持ち、自主的な防災活動を行いま
しょう。

■お問い合わせ　総務課行政班（☎内線2314）

「もしも」に備えて
非常用持出品をチェック

▲非常時持ち出し品の例です。
ほかに必要な物は、各自で準
備をしましょう。

非常食
（乾パン、缶詰など）

飲料水
（１人３ℓ／日）

貴重品
（通帳、印かん、現金）

救急用品
（傷薬、ばんそうこう、
  かぜ薬など）

常備薬

軍手

懐中電灯
（予備の電池）

ヘルメット

携帯ラジオ
（予備の電池）

ライター

ろうそく

ナイフ、缶切り

ティッシュ

タオル

ビニール袋

上着、下着

保険証のコピー

住民票のコピー
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雨が強くなってきたら台風が近づいてきたら地震が発生したときは

天災は忘れたころにやって来ます

●避難勧告などの発令の基準（土砂災害の例）　
　市では、住民のみなさんへの避難勧告・避難指示の判断基準とその伝達方法を作成
しています。
　ここでは、その基準について、土砂災害の場合を例に紹介します。
　また、避難勧告・避難指示が出た場合は、防災行政無線、防災メール、消防車、広
報車、ホームページなどにより、みなさんへお知らせしますので、迅速な対応をお願
いします。

避難勧告などの
発令基準

近隣で前兆現
象（湧水・地下
水の濁りや量
の変化）の発見

近隣で前兆現
象（渓流付近で
斜面崩壊、斜
面 の は ら み、
擁壁・道路な
どにクラック
発生）の発見

近隣で土砂災
害が発生・近
隣で土砂移動
現象（山鳴り、
流 木 の 流 出、
斜面の亀裂な
ど）の発見

避難準備の目安で、
今後2時間以内に土
砂災害（がけ崩れま
たは土石流）が発生
するおそれがある状
況で、引き続き降雨
が見込まれるとき

避難開始の目安で、
今後1時間以内に土
砂災害（がけ崩れま
たは土石流）が発生
するおそれがある状
況で、引き続き降雨
が見込まれるとき

土砂災害発生の危険
性またはすでに土砂
災害が発生している
状況で、引き続き降
雨が見込まれるとき

●避難準備情報
　（第１段階） 
災害時要援護者など、特
に避難行動に時間を要す
る者が避難行動を開始し
なければならない段階で
あり、人的被害の発生す
る可能性が高まった状況

●避難勧告
　（第２段階） 
通常の避難行動ができる
者が避難行動を開始しな
ければならない段階であ
り、人的被害の発生する
可能性が明らかに高まっ
た状況

●避難指示
　（第３段階） 
前兆現象の発生や、現在
の切迫した状況から、人
的被害の発生する危険性
が非常に高いと判断され
た状況

災害時要援護者な
ど、特に避難行動に
時間を要する者は、
計画された避難場所
への避難行動を開始
（避難支援者は支援
行動を開始）

上記以外の者は、家
族等との連絡、非常
用持出品の用意な
ど、避難行動を開始

避難勧告などの発令
後で避難中の住民
は、確実な避難行動
を直ちに完了。避難
していない人は、直
ちに避難行動に移る

土砂災害警戒情報
による基準

現地情報など
による基準

住民のみなさんに
求められる行動

▲用語説明
災害時要援護者…高齢者、障害者、難病患者、乳幼児、妊産婦、外国人など
擁壁…土砂の崩壊を防止するために、切土、盛り土などの崖を側面から支える構造物
クラック…ひび割れ、裂け目、割れ目

よう  へき
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☎
災害用伝言ダイヤルをご存知ですか？災害用伝言ダイヤルをご存知ですか？

　災害用伝言ダイヤルは、災害が発生し、被災地へ
の通信が増加し、つながりにくい状況になったとき
に、安否を確認できる電話サービスです。「１７１」
をダイヤルし、音声ガイダンスに従って操作します。
被災地側からは伝言の録音、安否を確認する場合は
伝言の再生ができます。
「イナイ（１７１）の？災害伝言聞いてみよう」
と覚えましょう。

平戸地区
避難場所
度島小中学校
度島町へき地保育所
田助小学校
光の園保育園
平戸中学校
みのり保育園
愛の園保育所
平戸小学校
平戸文化センター
平戸市社会福祉センター※
長崎県立猶興館高等学校
平戸幼稚園
平戸市離島開発総合センター
古江町民体育館
中野愛児園
中野中学校
中野小学校
中野ふれあい会館
川内漁民センター
春日公民館
旧獅子小学校
獅子ふれあい会館
宝亀第２公会堂
平戸市ふれあいセンター

63.1
10.0
54.5
53.6
53.0
18.1
40.4
7.5
2.8
13.0
5.0
20.0
10.0
28.0
59.0
25.0
22.0
21.0
2.0
38.0
23.0
24.0
55.0
6.0

電話番号
25-2002
25-2615
22-2516
23-2612
22-3136
22-2575
22-2244
22-2410
22-5300
22-2180
22-2064
22-2810
22-2418
未設置
24-2358
24-2620
24-2606
24-2121
未設置
未設置
未設置
28-0885
未設置
28-0044

避難場所
東和愛児園
紐差小学校
中部中学校
平戸荘※
旧大川原小学校
長崎県立平戸高等学校
根獅子小学校
飯良町公会堂
中津良小学校
猪渡谷地区集落センター
堤小学校
南部中学校
平戸市多目的研修センター
わだつみの里※
津吉小学校
前津吉公会堂
志々伎小学校
志々伎ふれあい会館
旧志々伎小学校早福分校
野子小中学校
旧野子小中学校高島分校
平戸市田助ハイヤ節伝承館
宮の浦漁民研修センター
大川原第一公会堂
南部市民屋内運動場

10.0
2.3
12.0
20.0
120.0
107.0
35.0
5.0
3.6
3.0
20.3
12.2
2.2
2.8
37.0
5.0
12.0
2.5
18.0
22.0
5.0
54.5
2.5
31.0
2.0

電話番号
28-0156
28-0009
28-0026
28-1155
28-0019
28-0744
28-1020
28-1963
27-0135
未設置
27-0466
27-0029　
27-0047
27-2200
27-0019
27-0907
27-0049
29-1509
未設置
29-1220
未設置
未設置
未設置
未設置
未設置

生月地区
避難場所
生月小学校
生月中学校
山田小学校
生月保育所
山田保育所
山田児童館
山田地区活性化センター
生月町多目的集会施設
堺目地区活性化センター
生月町元触地域交流センター
山田幼稚園
生月町御崎コミュニティセンター
生月船員福祉会館
生月町中央公民館
生月町開発総合センター
生月高齢者生活福祉センター※

57.0
120.0
39.0
17.0
34.0
2.5
52.0
44.0
68.0
80.0
27.0
59.0
2.5
4.0
4.0
82.0

電話番号
53-0014
53-1229
53-1004
53-0270
53-1079
53-1759
53-1790
53-3048
未設置
53-2406
53-0835
53-2965
53-2583
53-0541
53-1444
53-2615

田平地区
避難場所
平戸市商工会田平支所
九十九島漁業協同組合田平支所
日の浦公民館
野田研修センター
永久保公民館
平戸口社会館
山内公民館
大崎公民館
釜田公民館
大久保団地集会所
田平ホーム
山内団地集会所
平戸口教会信徒会館
平戸口公民館
田平町民センター
永田団地集会所
田平北小学校
坊田公民館
長崎県立北松農業高等学校
小手田公民館
長崎県肉用牛改良センター
たびら昆虫自然園
米の内公民館
田平中学校
西荻田公民館
南荻田公民館
下寺公民館
生向公民館
田平町南地区交流センター
田平南小学校
外目公民館
以善公民館
田代公民館
草笛ケ丘
田平町体育館
田平町武道館
下里研修センター
上里研修センター
田平町福祉保健センター※
里団地集会所
岳崎公民館
福崎公民館
小崎営農研修センター
下亀公民館
田平東小学校
田平町東地区交流センター
たびら活性化施設

3.0
3.0
3.0
30.0
40.0
20.0
30.0
48.0
2.5
29.0
36.0
38.0
38.0
38.0
36.0
20.0
41.0
45.0
86.0
80.0
95.0
104.0
62.0
66.0
58.0
90.0
96.0
102.0
126.0
126.0
95.0
105.0
130.0
180.0
18.0
18.0
23.0
26.0
18.0
61.0
34.0
50.0
76.0
60.0
62.5
62.5
19.2

電話番号
57-0223
57-1355
57-1323
未設置
57-2727
57-0236
未設置
未設置
57-1781
未設置
57-1966
未設置
未設置
57-1960
57-0207
未設置
57-0020
57-1096
57-0511
未設置
57-1684
57-3348
未設置
57-0062
未設置
未設置
57-2244
57-3542
未設置
57-0064
未設置
未設置
未設置
57-1228
57-0968
未設置
未設置
57-3100
57-0977
未設置
未設置
57-2346
未設置
57-2443
57-0002
57-0816
未設置

大島地区
避難場所
東神浦公民館
平戸市商工会大島支所
西神浦公民館
大島村離島開発総合センター
ながさき西海農業協同組合
大島支店
前平公民館
西宇戸公民館
大根坂公民館
大島村漁業協同組合
大根坂漁民センター
大島村漁業協同組合
的山漁村センター
板の浦集会所
大島地区活性化センター
大島高齢者生活福祉センター※
大島村保育所
大島小学校
大島中学校
旧長崎県立猶興館高等学校
大島分校

7.0 
2.7 
3.0 
10.0 
2.5 

70.0 
92.0 
45.0 
2.0 

2.5 

45.0 
3.0 

122.0 
114.0 
110.0 
110.0 
130.0 

電話番号
未設置
55-2117
未設置
55-2985
55-2541

未設置
未設置
未設置
55-2374

55-2531

未設置
未設置
55-2100
55-2006
55-2004
55-2043
55-2105

日頃から避難場所と安
全な道順を確認してお
きましょう。（津波の際
は高い場所へ避難）

避難の勧告、指示が発
令されたら、火の始末
を確認し、戸締まりを
して避難しましょう。

避難する際の荷物は、
最小限にしましょう
（P3の非常時持ち出し
品リストを参考に）

避難準備情報が発令さ
れたら、いつでも避難
できるよう準備してお
きましょう。

単独行動は避けて、家
族または隣近所そろっ
て徒歩で避難しましょ
う。

警察官、自治会区長、
市職員など避難誘導員
の指示に従って行動し
ましょう。

子ども、高齢者などの
安全を確認して、早め
に避難させましょう。

避難について
確認すべき

７つのポイント

point１ point２

point６

point３

point７point５point４

緊急避難場所を確認しましょう
　災害は起こらないことが一番の理想です。しかし、私たち人間が自然と共生している以上、災害を避けて通る
ことはできません。天災は忘れたころにやって来ます。もしかしたら、それは、これまでに経験したことのない
ものかもしれません。そんな時、避難勧告などが発令されても「まさか、そんな事が起こるはずがない」、「自分だ
けは大丈夫」と判断すると、逃げ遅れて被害に遭うことも考えられます。
　明日は我が身。自分の命、家族の命を守るため、「もしも」に備えて、緊急避難場所を確認しましょう。

※は要援護者（高齢者、障害者、難病患者、乳
幼児、妊産婦、外国人など）用避難場所です。

※赤文字は、海抜５ｍ以下の避難場所です。津波の際は、高い場所へ避難してください。

天災は忘れたころにやって来ます

海抜（ｍ） 海抜（ｍ）

海抜（ｍ）

海抜（ｍ）
海抜（ｍ）
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防災メール登録防災メール登録防 録

平戸市公式twitterページ
　QRコードを読み取れないときは、直
接URLを入力してください。
http://twitter.com/HIRADOcity
HIRADOcityが、平戸市公式アカウント

平戸市公式facebookページ

①左のQRコードを読み取る

②空メールを送信する

③本登録用メールを自動受信

④防災メール受信条件を選択

⑤登録内容を確認し登録完了

▼

戸別受信機は、緊急
放送（火災発生、避難
勧告など）の際に最大
音量で放送されます。
詳しくは、配布してい
る操作説明書をご参照
ください。

情報発信アレコレ
　市では、広報紙やホームページ、回覧板のほかにも、防災メールや防災無線、SNS（ソーシャル・ネットワーキ
ング・サービス）のfacebook（フェイスブック）やtwitter（ツイッター）を通じて、随時、市の情報をお届けしてい
ます。これらの情報発信ツールを利用することで、市からのお知らせ・情報を収集できます。
　　防災メール・防災無線…総務課行政班（☎内線2313）／フェイスブック・ツイッター…政策推進課広報情報班（☎内線2337）

「自分らしさ」を発揮しながら
　　　　　　　　　 　　　　生涯「自分らしく」

　平成23 年度の全国の高齢化率は23.0％ですが、平戸市は33.0％と極めて高く、3 人に1 人が65 歳以上の超高
齢化社会となっており、今後も高齢化が進むと考えられます。このような中で、高齢者が住み慣れた地域で自
助・共助により、元気に安心して生活できることが重要な目標です。
　また、高齢者の孤立防止や居場所づくりを進める観点から、高齢者がボランティアなどの社会的活動に参加す
るためのきっかけづくりが必要であり、市では、市民団体、地元企業、ＮＰＯなどと協力関係を築き、主体的に高
齢者の社会活動を支援するため、新たな事業を展開します。

■お問い合わせ　長寿保険課長寿福祉班（☎内線2586）

　これらの取り組みにより、高齢者に関わる資源（団体や施設）をネットワーク化して、知恵と長年の経験
を有する高齢者が、まちづくりの原動力となり、安心して暮らせる、元気に過ごせる地域をめざします。

問

防災メールfacebook  （フェイスブック）

防災行政無線戸別受信機

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
登
録
で
き
ま
す

平
戸
市
の
Ｆ
Ｂ
ペ
ー
ジ
に「
い
い
ね
！
」を
つ
け
よ
う

戸
別
受
信
機
の
設
置
申
し
込
み
は
随
時
受
付
中

平
戸
市
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー
し
よ
う

　防災無線の補完的な機能として携帯電話
などのメール登録者には、屋外拡声子局で
放送した情報を，文字情報として配信して
います。このメールでは、火災発生などの
緊急情報のほか、第二フェリー大島の運航
情報、行政情報などを配信しています。

　フェイスブックは、世界最大のＳＮＳで
す。登録は無料で、利用するには、フェイ
スブックのサイトにアクセスして、実名で
登録します。
　平戸市公式フェイスブックページでは、
市内で開催されるイベント情報や、交通情
報、お知らせのほか、市外で開催される平
戸市に関連したイベント情報などを、随時
発信しています。このページは、フェイス
ブックに登録していなくても閲覧できます。

　デジタル同報系防災行政無線の整備に伴
い、市では、戸別受信機の設置を希望する
全ての世帯を対象に戸別受信機の設置を計
画しています。また、自治会の会長が、電
話で録音した放送内容を地区住民のみなさ
んの自宅に設置した戸別受信機を通じて放
送します。放送は、地区総会などの地区行
事の周知にも使われます。
　戸別受信機の設置を希望する人で、まだ
申し込みをしていない人は、総務課行政班
へお問い合わせください。

　ツイッターは、140文字以内の短文を投
稿（ツイート）して共有するサービスです。
登録は無料で、ツイッターのサイトでユー
ザー名を登録して利用できます。
　平戸市公式ツイッターでは、フェイス
ブックで提供したイベントなどの情報を、
同時期に発信しています。平戸市のツイー
トは、ツイッターに登録していなくても閲
覧できます。

（ツイッター）

▲

メールを受信すると、各携帯電話会社の通常のパケッ
　ト料金がかかる場合があります。（１メールあたり０
　～２円程度）

設定方法については各携帯電話会社にご確認ください

▲

迷惑メール防止機能を設定している人は、受信できる
　ドメインとして「bousai.city.hirado.nagasaki.jp」を
　指定してください。

▲

QRコードが読み取れないときは、直接URLを入
　力してください。
　http://www.bousai.city.hirado.nagasaki.jp/mail/pub/

　QRコードを読み取れないときは、直
接URLを入力してください。
http://www.facebook.com/hiradocity

フェイスブックに登録するには？
　パソコンや携帯電話から「facebook」サイトにアク
セス。必要事項を入力して登録します。
http://www.facebook.com/（パソコン・スマートフォン）
http://m.facebook.com/（携帯電話）

ツイッターに登録するには？
　パソコンや携帯電話から、「twitter」サイトにアク
セス。必要事項を入力して登録します。
http://twitter.com/（パソコン・スマートフォン）
m.twitter.com（携帯電話）

▼携帯電話やスマートフォンなどでインターネットを利用するときは、パケット通信費が発生します。定額制のパケット通信プランに加入していないと、
　高額のパケット通信費を請求されることがあります。

登録
無料

キーワードは
安心
　と
生きがい
づくり

ワンコイン
まごころサービス事業

　シルバー人材センター会員が、高齢者や
障がいのある人たちの、ちょっとした困り
ごとを１回500円で解決します。お気軽
にご相談ください。このサービスは６月１
日から開始します。▲

困りごとの例
　切れた電球の購入および取り換え
　庭木の水やり
　買い物代行サービス　など■

お問い合わせ・利用申込み
　平戸市シルバー人材センター
　☎22‐3110

介護支援
ボランティアポイント事業

　65 歳以上の人を対象に、介護予防とし
てのボランティア活動を推進します。活動
により介護保険料の一部還元を行います。
ボランティア登録し、講習を終了した人に、
介護支援ボランティア手帳を交付します。

■

お問い合わせ・ボランティア登録申込み
　平戸市ボランティアセンター（平戸市社
　会福祉協議会内）　☎22‐2180

安心をサポート 元気を応援

500円で１サービスボランティアで介護

高齢者見守りネットワーク事業 老人クラブ活性化対策事業
　誰にも気付かれることなく孤独死する、
近所との付き合いが無いなど、高齢者の孤
立が社会問題となっています。孤立を防止
するため、関係機関と連携し、いつでも誰
かが見守るネットワーク体制を構築します。

　老人クラブの次の世代を担う60 歳代の
グループ「シニア・クラブ」の活動を支援
し、老人クラブの活性化に結び付けます。
　この事業は、平戸市老人クラブ連合会に
委託します。　

▲

高齢者見守りネットワーク連絡会を設置
　します▲

ネットワークを構築するため、郵便事業
　株式会社、新聞販売店などと協定を締結
　します

▲

補助対象　7 地区老連（平戸・中野・中
　部・南部・生月・田平・大島）内で、10 
　人以上の60 歳代のグループによる活動▲

補助額　限度額３万円（年間）

主な
高齢者福祉
新規事業

▲講習を終了した人に交付する
介護支援ボランティア手帳



オランダ船員の足跡を
たどる日蘭交流ウォーク

県内初。警察署と相互協力に関する協定を締結

　５月８日、市役所で、平戸警察署との災害時
における相互協力に関する協定締結式が行われ
ました。この協定は、平戸警察署の庁舎が原発
事故や地震、津波などで被災し使えなくなった
場合に備え、市が所有する３施設（田平支所、
ふれあいセンター、多目的研修センター）の一
部を警察活動の拠点として使えるようにするも
のです。東日本大震災の発生を受け、市と警察
が緊密に連携して、市民の安全安心を守る取り
組みとなります。自治体と警察署の相互協力に
関する協定の締結は、長崎県内では初めてです。

　４月30日、平戸オランダ商
館で日蘭交流歴史ウォーク
2012到着式が行われました。
ウォーカーは、北山雅治さん、
ロー・リーブレッツさん、ハン
ス・ファン・ヴァックハウスさん、
ジャック・リスカさんの4人。
　一行は4月15日に大分県臼
杵市黒島を出発。平戸歩こう会
の会員などが親善ウォーカーと
して松浦市から一緒に歩き、平
戸オランダ商館へ到着。市民の
みなさんが温かく出迎えました。
　到着式では、猶興館高校合唱
部のみなさんが、日蘭国歌を斉
唱したほか、日蘭友好の証に黒
田市長と平戸オランダ商館カピ
タンがサインをしました。

100歳の誕生日を元気に迎えました

　４月20日、志々伎町の橋本フクさんが100
歳のお誕生日を迎えられ、同月24日、黒田市
長が入所先の介護老人施設「わだつみの里」を訪
れ、花束と記念品を贈り長寿を祝いました。
　橋本さんは、２男４女に恵まれましたが、夫
を戦争で亡くされ、以来、女手ひとつで子ども
を立派に育て、今では孫や曾孫が38人もいます。
橋本さんはとても明るく、自宅にいた頃は、近
所の人が大勢集まっては、お茶会を楽しんでい
たそうです。100歳のお祝い式も「ありがとう
ございます」と元気よく、あいさつを述べました。
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　５月８日、志々伎町の村田トイさんが100歳
のお誕生日を迎えられ、同月14日、黒田市長
が入所先の介護老人施設「わだつみの里」を訪れ、
花束と記念品を贈り長寿を祝いました。
　村田さんは、若い頃から手先がとても器用で、
特に編み物が得意で、セーターなどを編んでは、
遠くにいる子どもたちに贈ったそうです。
　また、数年前までは、磯の季節になると、近
くの磯辺でウニやワカメ採りなどにいそしんだ
ほか、大好きな磯釣りも楽しんだ元気なおばあ
ちゃんです。

祝100歳おめでとうございます

　５月13日、市内の小中学校で春の運動会が
開催されました。大島小学校・大島中学校では、
地域のみなさんも一緒に参加して「心は一つ　
ふれあい運動会」を開催。
　小学校は「まきおこせ　えがおのあらし」、中
学校は「心ひとつに　限界突破」をサブテーマに
小学１年生から中学３年生までの児童生徒85
人が赤組と白組に分かれ、全32種目に取り組
みました。保護者や地域のみなさんからの温か
い声援が響き、笑顔の絶えない楽しい一日とな
りました。

みんな頑張れ！市内各小中学校で春の運動会

　５月19日、獅子町の江口張夫さんが100歳
のお誕生日を迎えられ、同月23日、黒田市長
が介護老人施設「平戸荘」を訪れ、花束と記念
品を贈り長寿を祝いました。江口さんは１男２
女に恵まれ、若いころから農業を中心とした生
活を送ってきました。最近まで自分で作った新
鮮な野菜やお米を食べたり、漬物を漬けたりし
ていたという、元気はつらつの江口さん。長寿
の秘訣は、自然のままに生活することだそう。
式の最後には「どうもお世話いただきありがと
うございました」と力強くあいさつしました。

ご長寿パワーで祝100歳 「次の目標は105歳」です。祝100歳

　５月４日、田平町の宮木トシさんが100歳の
お誕生日を迎えられ、同月７日、黒田市長が入
院先の谷川病院を訪れ、花束と記念品を贈り長
寿を祝いました。宮木さんは、県職員の夫と結
婚し、３男１女の４人の子どもに恵まれ、夫の
転勤の関係で、これまで専業主婦として夫と共
に15回ほど県内を転々とされたそうです。また、
若い頃より和裁が得意で、百貨店からも仕立て
の注文があるほどの腕前だったとのこと。今で
も元気な宮木さんは、次の目標は、「105歳を
目指したい」と話してくれました。
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食べた！遊んだ！「平戸海道渡海人祭」

　５月３日から５日までの３日間、平戸大橋公
園特設会場で、第17回平戸海道渡海人祭が開催
されました。会場には、市内24事業所の露店が
軒を連ね、新鮮な農水産物や加工品、地酒、郷
土料理などが並び、平戸の特産品を求めて約３
万７千人が会場を訪れました。
　また、毎年恒例の地引網体験や魚やタコのつ
かみどり、宝探しやビーチフラッグ大会などさ
まざまな催しも行われ、参加した子どもたちは
もちろん来場していた人たちからも大歓声が起
こっていました。

みんなで仲良く潮干狩り

　４月22日、「第９回アサリ！どっさり！潮干
狩り大会」（中野漁協西目青年部主催）が開催さ
れ、家族連れや観光客を中心に約800人が会場
を訪れ、潮干狩りを楽しみました。午後１時の
開始の合図と同時に一斉に浜辺へ。子どもと仲
良くアサリを掘る人、夢中になってアサリを掘
る人、友達とおしゃべりをしながらのんびり掘
る人など、それぞれの潮干狩りを楽しみ、お互
いのコミュニケーションを深めていました。
　また、市内で取れた魚介類が食べられる恒例
の「海鮮バーベキュー」コーナーも大盛況でした。

　５月12日・13日、志々伎漁協と福田酒造、
平戸市漁協と森酒造場で、「平戸南北『お魚まつ
り＆酒蔵』合戦」が開催されました。12日の南
部・志々伎漁協では、祭りの開始直後から活魚
や鮮魚を求める人でにぎわいました。福田酒造
では、粕汁の振る舞いや新酒の販売。大釜で蒸
した酒粕蒸しパンも人気で完売しました。13
日の北部・平戸市漁協では、鮮魚の販売やサザ
エのつかみ取りが行われました。森酒造場では、
酒ゼリーや平戸市漁協と協力して作った鯛の塩
麹漬けなど、新商品の販売もありました。

初開催！酒と魚で南北対決

　５月３日から５日までの３日間、生月漁協ほ
か２カ所の会場で「いきつき春まつり2012in生
月島」が開催されました。３日に開催された「生
月たこフェスタ2012」では、生月で取れた新鮮
なタコを大釜で茹でて販売したほか、たこ料理
も販売。４日は、舘浦漁協大敷食堂会場で、漁
師料理や魚の干物、カキなどの炭火焼きのほか、
舘浦漁港ではファミリー釣り教室も初めて行わ
れました。５日は、いきつきビーチで「潮風の
生月ビーチで宝探し」が行われ、３日間で約
5,000人の人出でにぎわいました。

潮風の薫る春の生月島を満喫

「新鮮だよ」売切御免！たびら春まつり

　４月28日・29日、田平支所一帯で「第35回
たびら春まつり」が開催されました。会場には、
市内で取れた新鮮な野菜や海産物などを求めて、
市民や観光客など約２万人が訪れました。毎年
大人気の田平産の牛肉販売では、整理券を求め
て長蛇の列。２日間で２頭分の牛肉（約１t）が
飛ぶように売れました。
　また、ステージでは、田平町内の保育園児に
よる太鼓演奏やお遊戯、田平中学校吹奏楽部に
よる演奏、よさこいの演舞などが披露され、訪
れた人を楽しませていました。

　４月21日・22日、田平町の鮎川家、岩の上
町の大曲公家、大曲敦家、川谷家、内野家、志
自岐家、梅ヶ谷津偕楽園、熊澤三郎記念館の旧
武家屋敷を一般公開する「第11回　平戸お庭め
ぐり」が開催されました。それぞれの屋敷には、
平戸の春を代表するヒラドツツジが色鮮やかに
大輪の花を咲かせ、庭を彩りました。耳を澄ま
せば、爽やかな風に揺れる木々の音や鳥の鳴き
声、花の周りを飛び交うハチの羽音。訪れた人
たちは、喧騒を忘れて、新緑まぶしい春の日を
楽しみました。

春らんまん。花と緑が彩る旧武家屋敷

けん   そう



広報ひらど 平成24年6月号 12Hirado City Public Relations,2012.613

対
談

黒田　成彦黒田　成彦

た
し
、
特
に
平
戸
市
は
歴
史
を
生
か
し
た

観
光
地
と
し
て
は
知
名
度
が
高
い
自
治
体

で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
工
夫
す

れ
ば
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す

よ
。

黒
田
市
長　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
来
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
周
遊
観
光
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
周
辺
自
治
体
と
の
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
平
戸
へ
の
直
行
バ
ス

「
平
戸
サ
ウ
ザ
ン
ド
号
」を
通
わ
せ
て
い
た

だ
く
な
ど
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

澤
田
社
長　

こ
の
事
業
は
平
戸
だ
け
で
は

な
く
、
武
雄
市
や
嬉
野
市
と
も
直
行
バ
ス

で
結
び
、
波
及
効
果
を
広
げ
る
た
め
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
私
と
し
て

は
必
ず
し
も
成
功
し
た
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。
た
だ
最
初
の
１
年
間
の
実
績
が
悪

か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
諦
め
ず
に

し
っ
か
り
検
証
し
改
善
を
図
る
こ
と
で
、

２
年
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

黒
田
市
長　

大
変
心
強
い
で
す
ね
。
そ
れ

か
ら
今
年
は
10
月
に
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
が
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
を
メ
イ
ン
会
場
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
経
済
効
果

も
か
な
り
期
待
で
き
ま
す
ね
。

澤
田
社
長　

畜
産
関
係
者
も
含
め
て
約
30

万
人
の
集
客
が
見
込
ま
れ
、
全
国
を
代
表

平
戸
市
長（
黒
田
成
彦
）　

昨
年
９
月
の
平

戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
開
館
記
念
式
典
に
は
ご

出
席
く
だ
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
の
時
が
初
め
て
の
平
戸
訪

問
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
印
象
は
い
か

が
で
し
た
か
？ 

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
㈱
代
表
取
締
役
社
長

（
澤
田
秀
雄
）　

雄
大
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
、

い
た
る
と
こ
ろ
に
素
朴
な
風
景
も
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
も
と
て

も
素
晴
ら
し
い
建
物
で
勉
強
に
な
り
ま
し

す
る
黒
毛
和
牛
が
５
０
０
頭
以
上
結
集
す

る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
効

果
は
絶
大
で
す
。
従
っ
て
、
こ
の
期
間
だ

け
で
も
周
遊
バ
ス
を
増
便
し
て
、
波
及
効

果
が
広
が
る
よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

黒
田
市
長　

平
戸
市
で
は
同
時
期
に「
平

戸
藩
の
秋
め
ぐ
り
」の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

「
平
戸
く
ん
ち
城
下
秋
ま
つ
り
」が
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
周
遊
観
光
の
受
け
皿
づ
く

り
と
し
て
連
携
を
図
り
、
相
乗
効
果
が
も

た
ら
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

澤
田
社
長　

そ
れ
は
い
い
で
す
ね
。
ハ
ウ

ス
テ
ン
ボ
ス
で
は
、
全
共
に
続
く
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
11
月
３
日
か
ら
11
日
ま
で「
大

陶
器
市
」を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ

れ
と
前
後
し
て
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
周
辺
自

治
体
と
し
て
も
、
熟
年
世
代
の
人
た
ち
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
戦
略
を
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

黒
田
市
長　
「
大
陶
器
市
」は
単
に
陶
磁
器

の
見
本
市
や
即
売
会
だ
け
で
は
な
く
、
あ

ら
ゆ
る
茶
道
の
合
同
発
表
会
と
呈
茶
サ
ー

ビ
ス
が
あ
っ
た
ら
魅
力
的
で
す
ね
。
平
戸

市
に
も
、
幾
つ
か
の
茶
道
流
派
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
菓
子
な
ど
の
提
供
も
含
め
て
、

お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
提
案
く

だ
さ
い
。

黒
田
市
長　

と
こ
ろ
で
先
日
の
新
聞
各
紙

に
よ
れ
ば
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
の
経
常
利

益
が
前
年
同
時
期
の
２
．
４
倍
で
16
億
円

の
増
益
に
な
っ
た
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま

し
た
が
素
晴
ら
し
い
躍
進
ぶ
り
で
す
ね
。

澤
田
社
長　

お
か
げ
さ
ま
で
、
私
が
社
長

に
着
任
し
て
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

初
年
度
は
来
場
者
が
１
４
０
万
人
程
度

だ
っ
た
の
が
、
昨
年
は
１
８
０
万
人
に
増

加
し
、
最
近
で
は
２
０
０
万
人
を
超
す
勢

い
で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
に
は
幾
つ

も
の
失
敗
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
は
値
段

を
安
く
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
お
客
様

は
増
え
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
値
段

で
は
な
く
面
白
く
な
い
か
ら
。
そ
こ
で
い

ろ
い
ろ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
が
、
初

年
度
は
失
敗
が
７
割
で
す
。
で
も
翌
年
は

そ
の
失
敗
を
反
省
し
改
良
を
加
え
ま
し
た
。

大
震
災
が
あ
り
ま
し
た
が
、
結
果
的
に

30
％
以
上
の
増
加
が
見
込
め
ま
し
た
。

黒
田
市
長　

さ
す
が
で
す
ね
。
平
戸
市
と

し
て
も
交
流
人
口
の
増
大
を
め
ざ
し
て
観

光
戦
略
を
打
ち
出
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。「
平
戸
藩
の
四
季
シ
リ
ー
ズ
」も
そ
の

一
つ
で
す
が
、
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

澤
田
社
長　

最
近
、
平
戸
市
も
市
長
さ
ん

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
感
じ
ら
れ
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
ね
。
た
だ
平
戸
に
は
、
も
っ

と
魅
力
を
磨
き
上
げ
て
テ
ー
マ
性
の
あ
る

シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
大
黒
柱
を
前
面
に
出
せ

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
柱

を
包
み
込
ん
で
地
域
全
体
で
、
に
ぎ
わ
い

を
演
出
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が

こ
れ
か
ら
の
観
光
戦
略
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

黒
田
市
長　

そ
う
で
す
ね
。
で
も
平
戸
に

は
観
光
素
材
が
多
す
ぎ
て
一
つ
に
絞
り
に

く
い
の
が
利
点
で
も
あ
り
、
ま
た
総
花
的

に
な
っ
て
し
ま
う
悩
み
で
も
あ
り
ま
す
。

現
在
掲
げ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
も「
歴
史
」

「
恵
み
」「
祈
り
」と
３
つ
あ
り
ま
す
し
、

季
節
ご
と
の
演
出
と
し
て「
平
戸
藩
の
四

季
め
ぐ
り
シ
リ
ー
ズ
」が
定
着
し
つ
つ
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
一
つ

の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
い
て
、
広
報
戦
略
に

位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の
で
す

ね
。

澤
田
社
長　

と
に
か
く
地
域
の
特
性
や
独

自
性
を
磨
き
上
げ
て
、
あ
ら
ゆ
る
フ
ァ
ク

タ
ー
と
連
携
さ
せ
て
い
く
。
こ
れ
を
土
台

と
し
て
果
敢
な
広
報
戦
略
を
打
ち
出
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
あ
と
は
行
動
に

移
す
こ
と
で
す
。
そ
こ
に
は
地
域
に
住
む

人
た
ち
の
気
持
ち
が
大
事
で
、
そ
の
延
長

市長のトップ対談シリーズ14
失敗を恐れない果敢なチャレンジ精神～奇跡の躍進を遂げたハウステンボスの経営理念～

に
は
感
動
が
不
可
欠
で
す
。
愚
痴
を
言
い

合
っ
た
り
、
協
議
ば
か
り
重
ね
て
も
あ
ま

り
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、

批
判
を
恐
れ
ず
、
全
力
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

そ
し
て
そ
の
結
果
を
検
証
し
改
良
を
重
ね

て
い
く
。
こ
の
繰
り
返
し
が
、
現
在
の
ハ

ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
を
つ
く
り
上
げ
て
い
ま
す
。

上
海
航
路
だ
っ
て
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

が
勝
負
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

黒
田
市
長　

澤
田
社
長
に
は
相
変
わ
ら
ず

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
躍
動
感
を
感
じ
ま
す
。

ア
ジ
ア
戦
略
に
お
い
て
も
、
そ
の
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
が
ぐ
い
ぐ
い
伝
わ
っ
て
き
ま
す
よ
。

澤
田
社
長　

そ
う
で
す
か（
笑
）。
九
州
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、
従
来
の
観
光
客
を
倍

増
さ
せ
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
九
州
全
体
の
知

名
度
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

の
流
れ
に
乗
っ
て
、
平
戸
市
も
と
も
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

黒
田
市
長　

今
年
は
日
中
国
交
回
復
40
周

年
で
あ
り
、
長
崎
県
と
福
建
省
の
友
好
締

結
30
周
年
の
節
目
で
も
あ
り
ま
す
。
平
戸

市
と
し
て
も
こ
れ
を
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
て
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
を
中
心
に
周
辺

自
治
体
と
連
携
を
強
化
し
、
上
海
航
路
を

活
用
し
な
が
ら
経
済
波
及
効
果
を
導
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

失
敗
を
恐
れ
な
い
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

〜
奇
跡
の
躍
進
を
遂
げ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
の
経
営
理
念
〜 澤田　秀雄

ハウステンボス株式会社
代表取締役社長

黒田　成彦

市長のトップ
対談シリーズ
14

平戸市長平戸市長平戸市長

Ｈ
Ｔ
Ｂ
周
辺
自
治
体
と
の
連
携
強
化

秋
の
全
共
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

失
敗
を
検
証
し
改
良
す
る
粘
り
強
さ

魅
力
を
磨
き
地
域
全
体
で
戦
略
構
築

九
州
を
ア
ジ
ア
の
活
力
の
受
け
皿
に

こ
れ
か
ら
の
平
戸
と
の
連
携
に
期
待

今回のお相手・ 澤田　秀雄さん

　ハウステンボス株式会社代表取締役社長。株式会社エイ
チ・アイ・エス代表取締役会長、澤田ホールディングス株式
会社代表取締役社長も現職で務めています。2010年３月ハ
ウステンボス社長に就任。同年４月よりリニューアルを図り、
フリーゾーンを新たに設け、昨年４月には人気アニメ「ONE 
PIECE」に登場する船「サウザンド・サニー号」を就航させて
います。また、世界のトップガーデナーが集まる「ガーデニ
ングワールドカップ」なども開催。６月は「ハウステンボス音
楽祭」や日本最大級のテディベアイベントなどを開催します。
ハウステンボスは今年3月25日に開業20周年を迎えました。

さわ　だ　　    　ひで　お

▲100万本のバラが咲くハウステンボスの「バラ祭」。昨年の「バラ祭」バラスペ▲100万本のバラが咲くハウステンボスの「バラ祭」。昨年の「バラ祭」バラスペ
シャルウィークでは、じゃがたら３人娘と一緒に平戸市をＰＲしました。シャルウィークでは、じゃがたら３人娘と一緒に平戸市をＰＲしました。
▲100万本のバラが咲くハウステンボスの「バラ祭」。昨年の「バラ祭」バラスペ
シャルウィークでは、じゃがたら３人娘と一緒に平戸市をＰＲしました。
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平戸藩お笑い城代家老
長崎亭キヨちゃんぽん

平
戸
の
夏
を

楽
し
も
う
！

「
平
戸
最
高
！

　
　
オ
ッ
ケ
ー
ケ
ー
オ
ー
！！
」

４
月
30
日
、
平
成
23
年
に「
棲
霞
園
」が
国
の
登
録
記
念
物（
名
勝
地
）に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
１
日
限
定
で

そ
の
美
し
く
優
雅
な
姿
が
初
め
て
一
般
公
開
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
心
を
癒
し
ま
し
た
。

国
登
録
記
念
物「
棲
霞
園
」初
の
一
般
公
開

南九州大学
永松　義博　教授

　　

私
は
棲
霞
園
を
20
数
年
前
か
ら
研
究
し

て
い
ま
す
。
松
浦
史
料
博
物
館
に
素
晴
ら

し
い
庭
園
の
絵
図
面
が
あ
り
、
そ
の
中
に

棲
霞
園
の
存
在
を
見
つ
け
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
当
時
の
現
地
は
雑
木
に
覆
わ
れ
、

一
部
が
そ
の
姿
を
残
す
の
み
で
し
た
。
図

面
に
描
か
れ
た
庭
園
の
姿
が
、
そ
の
奥
に

ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
を
探
る

こ
と
が
こ
の
研
究
の
最
大
の
テ
ー
マ
と
な

り
ま
し
た
。

　

何
と
し
て
も
棲
霞
園
に
元
の
輝
き
を
取

り
戻
し
て
欲
し
い
と
思
い
、
実
測
調
査
に

取
り
か
か
り
ま
し
た
。
復
元
調
査
に
あ

た
っ
て
は
、
実
測
結
果
と
絵
図
面
と
を
す

り
合
わ
せ
な
が
ら
、
詳
細
に
庭
園
構
造
物

を
発
掘
し
て
い
き
ま
し
た
。　
　

　

昔
の
平
戸
の
息
吹
が
残
る
棲
霞
園
は
、

伝
統
的
日
本
庭
園
の
様
式
を
基
調
と
し
つ

つ
も
西
洋
文
化
の
影
響
を
受
け
た
大
名
庭

園
で
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
一
般
公
開
を
終
え
、
こ
の
機
会

が
平
戸
の
財
産
で
あ
る
棲
霞
園
を
多
く
の

み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

棲
霞
園
は
個
人
所
有
の
庭
園
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
南
九
州
大
学
の
永
松

教
授
が
同
園
の
価
値
を
見
い
だ
し
、
20
年

以
上
に
わ
た
り
調
査
、
研
究
と
復
元
作
業

を
す
す
め
、
昨
年
、
国
の
登
録
記
念
物
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
こ
れ
を
記

念
し
て
所
有
者
の
協
力
を
得
て
、
新
緑
の

美
し
い
初
夏
に
一
般
公
開
を
行
い
ま
し
た
。

　

公
開
当
日
は
約
５
０
０
人
が
来
場
し
、

そ
の
美
し
く
優
雅
な
姿
を
堪
能
し
ま
し
た
。

「
棲
霞
園
」と
は

　

棲
霞
園
は
、
平
戸
城
の
北
西
側
傾
斜
地

に
位
置
す
る
平
戸
藩
主
松
浦
氏
の
別
邸
庭

園
で
、
か
つ
て
は
御
花
畑
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

　

天
保
４
年（
１
８
３
３
）に
建
て
ら
れ
た

「
花
畑
碑
」に
よ
る
と
、
松
浦
家
第
35
代
当

主
、
松
浦
熈
公
が
文
化
７
年（
１
８
１
０
）

に
庭
園
の
修
築
を
開
始
し
、
20
年
の
時
を

経
て
完
成
し
て
い
ま
す
。

　

熈
公
は
、
政
務
の
後
に
棲
霞
園
を
訪
れ
、

四
季
折
々
に
詩
を
詠
ん
だ
り
、
そ
こ
か
ら

見
え
る
景
色
を
眺
め
、
心
を
癒
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

棲
霞
園
の
名
称
の
由
来
は
、
松
浦
家
の

始
祖
と
さ
れ
る
源
融
の
京
都
嵯
峨
野
の
山

荘「
棲
霞
観
」だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

棲
霞
園
の
庭
園
形
式
は
、
泉
水
の
周
囲

に
園
路
を
設
け
た
池
泉
回
遊
式
庭
園
で
、

滝
は
渓
谷
風
景
を
表
現
し
、
池
に
は
亀
島

を
出
島
風
に
配
置
し
立
石
を
据
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
西
洋

花
壇
が
築
か
れ
て
い
た
の
も
特
徴
で
す
。

　

現
状
は
、
元
治
元
年（
１
８
６
４
）に
描

か
れ
た「
御
花
畑
之
図
」と
ほ
ぼ
一
致
し
、

約
１
５
０
年
前
の
姿
が
そ
の
ま
ま
残
る
貴

重
な
庭
園
で
す
。

　

棲
霞
園
は
大
名
庭
園
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
優
雅
な
庭
園
で
、
意
匠
的
に
も
技
術

的
に
も
洗
練
さ
れ
た
姿
は
、
九
州
地
方
に

残
る
名
園
と
い
わ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と

か
ら
、
平
成
23
年
９
月
21
日
に
、
国
の
登

録
記
念
物（
名
勝
地
）に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

「
棲
霞
園
」と
の
出
会
い

▲４月30日の一般公開の様子
　来場されたみなさんは、熱心に永松教授らの解
　説を聞いていました。

一
般
公
開
に
至
る
ま
で
の
経
緯

▲『花畑碑』
　碑には松浦熈公が庭
　園を造った理由が記
　されている。

▲アヤメが咲く園内の様子

６/２（土）  午後６時～
中津良川ホタルまつり

　平戸大橋から車で約30分。中
津良川で、蛍が舞う美しい自然美
術館を楽しみませんか。
※鑑賞会は６月10日（日）まで

上中津良公会堂・中津良川一帯

中津良川ホタル保存会 ℡0950-27-2002（代表 坂野）

７/28（土）・29（日）
たびら昆虫自然園20周年記念事業

　開園20周年を記念して、28日
は、昆虫園で「こども昆虫教室」を、
29日は、たびら活性化施設で栗
林慧氏の講演会などを開催します。

たびら昆虫自然園・たびら活性化施設

平戸市役所田平支所産業建設課 ℡0950-57-1111

７/29（日）  午前10時～
第２回　春日の棚田ウォーク

　春日町は世界遺産登録を目指す
「長崎の教会群とキリスト教関連遺
産」候補地のひとつ。広大で絶景の
棚田を講師の説明を聞いて歩きます。

春日町（棚田など）

平戸市役所文化遺産課 ℡0950-22-4111

７/１（日）～10/31（水）
平戸和牛フェア

　平戸は“黒毛和牛”のルーツ。自然豊かな平戸で育った平戸和牛は
柔らかく、甘みがあるのが特徴。今年は、全国和牛能力共進会が長
崎県で開催されます。全国のブランド牛と比べても引けを取らない
味を、ご賞味ください。

市内の参画宿泊施設・飲食店

（社）平戸観光協会　℡0950-23-8600

６/１（金）～７/31（火）
平戸イカ・たこまつり

　春先から夏にかけて旬を迎える
タコやイカ。独特の甘みと鮮度抜
群の食感がやみつきになるおいし
さです。食べてみて、さらに感動！

市内の参画宿泊施設・飲食店

（社）平戸観光協会　℡0950-23-8600

７/22（日）  午前9時30分～ 
いいらの町歩き＆海洋クルーズ

７/14（土）  午前10時～
鄭成功まつり

　日中混血の英雄「鄭成功」の遺徳
をしのんで、顕彰する「鄭成功生
誕祭」を開催します。神事のほか
ジャンガラが奉納されます。

（社）平戸観光協会　℡0950-23-8600

川内町鄭成功居宅跡地

　高速船に乗って、国の重要文化
的景観に選定された飯良町を目指
します。文化財に選ばれた町並み
散策や、海から島々を観察します。

平戸市役所文化遺産課　℡0950-22-4111

平戸港～飯良町

せ
い     

か     

え
ん

ひ
ろ
む

  
ち     

せ
ん   

か
い   

ゆ
う   

し
き    

て
い   

え
ん

と
お
る

▲『
御
花
畑
之
図
』（
元
治
元
年
）所蔵：（財）松浦史料博物館

 

せ
い   

か    

か
ん

６月・７月のイベント情報

総合案内・お問い合わせ／「平戸藩の夏めぐり」推進本部（市役所観光商工部）　℡0950-22-4111



田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207

大島村公民館図書室 ☎55‐2985

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月支所図書室 ☎53‐2111

～図書館からのお知らせ～ 平戸・永田記念図書館開館時間：午前10時～午後6時（金曜日午前10時～午後7時）

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

問 生月町中央公民館　☎53-0541

永

永

永

■おはなし会／２日　・９日　・16日　・23日　　　
　　　　　　　午後2時～　市ふれあいセンター児童室
■絵本のカバーでエコぶくろ作り／ 30日　 午後２時～
　　　　　　　市ふれあいセンター工芸室

生

　カビ対策40年のプロが教える、カ
ビの活性・繁殖模様の変化に対応した
大掃除のポイントや、日常生活でのカ
ビ・微生物対策となる掃除術とは･･･。
　あなたのお掃除法、間違っていませ
んか？カビが気になるこの季節、必見
です。

　国指定重要文化財・田平天主堂
をはじめ、紐差教会・山田教会な
ど数多くの教会建築を手がけた鉄
川与助。明治から昭和にかけて、
あらゆる工法に挑み、進化し続け
た与助の教会建築。大いなる遺産を、
五島列島と長崎周辺に訪ねます。

　生涯家族への愛を歌い続けた歌人・
河野裕子。その主要舞台の一つ総合
誌「短歌」の中から厳選した歌と文章、
特集企画、撮り下ろし写真を掲載。
いずれも歌人である夫の永田和宏、
子の永田淳・紅が思い出を語る鼎談、
略年譜も収録しています。

『カビを防いで快適生活』
著／吉田政司
出版社／幻冬舎ルネッサンス

出版社／ LIXIL

『鉄川与助の教会建築』

編／「短歌」編集部
出版社／角川学芸出版

　初夏の田平地区「がわっぱ祭り」は、
地域に愛されている行事で、平戸で
も「かっぱ」は、子ども達に大人気の
妖怪です。
　この本は、たくさんのかっぱたち
が登場する「むかし話」で楽しいイラ
スト満載です。

『かっぱ ようかいむかし話』
文／藤田晋一
絵／大井知美
出版社／金の星社

　お父さんの田舎に昆虫さがしにき
た「風太」と「つぐみ」。ところが、昆虫は、
どこにもいません。一体どこへ行っ
てしまったのでしょうか？田んぼに
住んでいる昆虫図鑑も掲載された自
然科学絵本です。

『田んぼの昆虫たんけん隊』

　昨年、平戸にも来られた人気絵本
作家みやにしさんの大人気絵本が、
大型の絵本として出版されました。
がんばっているおとうさんたちをさ
りげなく応援した、大勢のおはなし
会にも読めるおすすめの１冊です。

『おとうさん・パパ・
  おとうちゃん』大型絵本
作・絵／みやにしたつや
出版社／鈴木出版

文／里中遊歩
絵／田代哲也

出版社／星の環会

■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
■赤ちゃんおはなし会／ 13日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　北部公民館　和室大

平戸図書館 ☎22‐4017

●６月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

土土 土 土

土

●６月の主なもよおし●

◎休館日／５日　、12日　、19日　、24日　、26日日火

水

火火 火

南
平

大

平

田

田

平 田

平 永 南 生 田
大

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月支所図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

『河野裕子読本』
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ゆう ほ

ほし　 　 わ かい

平戸図書館にて廃棄雑誌をお譲りします平戸図書館にて廃棄雑誌をお譲りします平戸図書館にて廃棄雑誌をお譲りします

６月６日（水）～６月11日（月）

生月町中央公民館にて廃棄図書をお譲りしています生月町中央公民館にて廃棄図書をお譲りしています生月町中央公民館にて廃棄図書をお譲りしています
～７月31日（火）

◎休館日／５日　、12日　、19日　、24日　、26日日火 火火 火

　平成24年春の叙勲が４月29日に発表されました。
市内では、2人が旭日単光章に、1人が瑞宝双光章に、
2人が瑞宝単光章を受章されました。旭日章は「国家
または公共に対し功労のある人で、功績の内容に着目
し、顕著な功績を挙げた人」に、瑞宝章は「国家または
公共に対し功労のある人で、公務などに長年にわたり
従事し、成績を挙げた人」に授与されるものです。
　また、日々の努力が実を結び表彰された各種表彰者
をご紹介します。

受章・入賞おめでとうございます
旭日単光章
中小企業振興功労

「みなさんのご指導ご支援の
  おかげです」

元平戸市商工会会長

百合永 保さん

（田平町小手田免　81歳）

　平成7年に田平町商工会会長に、平成19年には平戸
市商工会の初代会長に就任し、地域商工業の発展に努
め、商工会運営と組織強化に尽力されました。

  ゆ　　   り　　　なが　  　　たもつ

「市民のみなさんのご支援
に感謝しています」

（東中山町　70歳）

旭日単光章
農業振興功労

元平戸市農業委員会会長

岩田 勲典さん

瑞宝単光章
郵政業務功労

「地域のみなさんの支えに感
謝しています」

元日本郵政公社職員

阿立 良幸さん
（下中野町　64歳）

　昭和42年に川内郵便局に奉職以来42年間の長きに
わたり、郵政業務に精励し、郵政事業の発展と活性化
に尽力されました。

あ　　だち よし　　ゆき

瑞宝単光章
消防功労

「住民のみなさんと共に頑
張った仲間のおかげです」

元生月町消防団副団長

門川 峯髙さん
（生月町里免　76歳）

　昭和37年から33年間の長きにわたり、生月町消防
団副団長、分団長などとして消防団の発展と住民の生
命、財産の保護に大きく貢献されました。

瑞宝双光章
教育功労

「みなさんのお力添えに心よ
り感謝します」

元公立小学校長

米倉 重光さん
（田平町野田免　81歳）

　　

よね　     くら しげ　     みつ

かど　　かわ

ま   　  なべ

みね　　たか

いわ　　  た いさ　     のり

公衆衛生事業功労者 厚生労働大臣表彰

「住民のみなさんのご協力と
支えてくれた仲間に感謝し
ています」

市保健センター 看護師

眞辺 すみ子さん

　集団健診未実施地区の健診体制の確立や、エコー検
査、心電図検査を実施するなど、受診率を向上させ地
域保健の向上に貢献しました。

校長　入口　政信

子どもの読書活動優秀実践校 文部科学大臣表彰

「受賞を機に、さらに子ども
たちが読書を好きになるよ
うに取り組みたいです」

平戸市立
津吉小学校

　これまで読書活動の推進に努力してきた功績が認め
られ、各県の優れた読書活動実践校と共に、文部科学
大臣表彰を受章されました。

平成24年春の叙勲

　昭和63年から21年間の長きにわたり、平戸市農業
委員を務め、うち15年間は、会長として新規就農者
や若手後継者の育成など農業振興に尽力されました。

　昭和24年から42年間の長きにわたり,公立小学校長、
長崎県教育委員会指導主事などとして、学校教育に尽
力されました。



７月
生まれ
募集中

宛先：kouhou@city.hirado.lg.jp
件名：広報ひらど７月ハッピーバースデー

誕生日を迎えるお子さんの
○氏名（ふりがな）
○生年月日
○投稿者氏名
○住所・電話番号
○おめでとうメッセージ
○お子さんの写真
（できるだけ高画質で）

こちらからも投稿
できます。

広報ひらど

投稿締切は
６月15日

■■活動ＤＡＴＡ■■

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？
募集しています

「フラウエンコール・ユーコー」 「緑の風のように」

　私たちは、猶興館高校コーラス部のＯＧです。小さな

コーラスグループですが、「一つ一つの音の響きを大切

に」をモットーに、楽しく活動しています。フラウエンと

はドイツ語で「女性」という意味があり、「おばあちゃん

になってもずっと歌い続けていこう」と、母校の名を冠し

て、この名をつけました。主に、市の文化祭や青少年音

楽祭に出演しており、最近では、メンバーの子どもたち

も参加しています。

　歌は友だち。聴いてくださるみなさんの心に、優しい

ハーモニーを届けたい。そしてこれからも、山々の木立

ちの中をさわやかに

吹き抜ける緑の風の

ように、私たちの歌

声を、ふるさと平戸

の海と空に、響かせ

ていきたいと思って

います。

広報ひらど 平成24年６月号 20Hirado City Public Relations,2012.621

投稿写真は

①画像サイズは150KB～ 2MB（できるだけ高画質で）

②手ブレ・ピンボケに注意

③顔がはっきり分かるように撮影を　

vol.1

「平戸一般女子バレーボールクラブ」                          「バレーボールが大好きです」

　平戸一般女子バレーボールクラブは、本当にバレーボー

ルが好きなメンバーが集まり、毎週１回楽しく練習に励ん

でいます。メンバーは10代・20代が中心で年齢が近いせ

いもあってか、みんなの仲がとてもいいのが特長です。仕

事の都合上なかなか全員そろってとはいきませんが、近隣

で行われる大会にも積極的に参加しており、優勝を目指し

て頑張っています。昨年11月に行われた県民体育大会で

は、初めてベスト４という結果を出

すことができました。今年はこれ以

上の結果を出すことを目標にチーム

で一丸となって練習しています。

　平戸一般女子バレーボールクラブ

では、部員を募集しています。興味

がある人はお気軽にご連絡ください。

私たちと一緒にバレーボールを楽し

みましょう。特に経験者大歓迎で

す！

■■活動ＤＡＴＡ■■
活 動 日／毎週火曜日
　　　　　  午後8時～午後10時
活動会場／平戸小学校体育館
対 象 者／市内に住む18歳以上の女性
連 絡 先／☎28-1253（代表宅）
部 員 数／ 14人
参 加 費／月額500円
代　　表／石田加代さん（宝亀町）

▲携帯電話（スマートフォン）
からの投稿イメージ

Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

カメラ、携帯電話・スマートフォンで撮影したお子さんの
写真を、広報ひらどに投稿しませんか？

　投稿方法　写真、お子さんの氏名、生年月日、投稿者氏名、住所、 
　電話番号、おめでとうメッセージを添えて、郵便またはＥメール
　でお送りください。
　あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
掲載は先着３人まで。発行月前の15日までにお送りください。

※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

活 動 日／毎月１回
　　　　　（開催日に次回練習日を決定）
活動場所／個人宅
対 象 者／歌が好きな人
連 絡 先／☎23-3025（代表宅）
会 員 数／３人
参 加 費／ 1,000円（年会費）
代　　表／栁田まゆみさん（大久保町）

投稿募集！

畑中　想愛ちゃん 塚本　晃己くん 大浦　寧々ちゃん
大久保町

お姉ちゃんになって、ますま
す一人でできることが増えた
ね☆姉妹仲良くね♪

from 　竜太郎さん・　舞華さん

生月町

みんな、晃己が大好きだよ。
お日さまの光のように、心が
温かで、明るい人になってね。

from     吉弘さん

生月町

いつまでも明るくて元気な、
妹思いのやさしいお姉さんで
いてね。

from     和夫さん

はたなか　　そ　ら つかもと　　こう き おおうら　 　 ね　ね
５歳 ５歳４歳

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、

など掲載を希望する団体は下記までご連絡ください。

母父 父 父



☆まちの話題！Photoコーナー

　5月1日から5日まで、
平戸オランダ商館で、オ
ランダスタイルのフラ
ワーアレンジ展が開催。
3日には、ワークショッ
プが行われました。

みなさんの投稿した写真やみなさんの情報で撮った話題を紹介！

▼

オランダスタイルで商館を飾る 平戸から出島を目指して

　５月３日、日蘭交流歴
史ウォークの一行が、最
終地の長崎・出島を目指
して平戸オランダ商館を
出発。臼杵～平戸～長崎
で約500㎞を歩きました。

▼

みなさんのみなさんの投稿や投稿や情報情報を
お待ちしています！お待ちしています！
みなさんの投稿や情報を
お待ちしています！

　郵便、FAX、E‐Mailで、住 所、氏名（ふりがな）、
年齢、性別、電話番号、ペンネームまたはイニシャル
を記入の上、広報ひらどを読んだ感想や取り上げてほ
しい話題や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出
来事などを書いてご応募ください。
　お便りをいただいた人の中から抽選で５名様に上記
商品をプレゼント。応募締切は６月20日（水）当日消
印有効です。当選の発表は、商品の発送をもって代え
させていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　広報ひらど６月号
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　 ▼F A X 　22‐5178
　 ▼Eメール　kouhou@city.hirado.lg.jp
※市ホームページからも投稿することができます。
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供いたしますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています。

　

５
月
号
に
掲
載
さ
れ
た「
た
ん
ぽ
ぽ
」さ

ん
、
あ
な
た
は
タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
の
よ
う

に
、
ふ
ん
わ
り
と
し
た
、
優
し
い
心
の
持

ち
主
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
の
孫
も
新
１

年
生
に
入
学
し
ま
し
た
が
、
不
安
い
っ
ぱ

い
で
通
学
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
た

ん
ぽ
ぽ
さ
ん
の
よ
う
に
、
包
容
力
が
あ
り
、

ま
た
、
相
手
を
い
た
わ
る
先
輩
た
ち
が
い

る
と
、
１
年
生
も
心
強
く
、
安
心
し
て
学

校
へ
行
く
の
が
楽
し
く
、
学
校
大
好
き
人

間
に
な
る
は
ず
で
す
。
高
学
年
と
し
て
、

た
く
さ
ん
の
仕
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

今
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
素
晴
ら
し
い

学
校
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
１
年
生
を

よ
ろ
し
く
ね
！

（
さ
そ
り
座
の
女　

60
歳
女
性
）

●

　

先
日
、
宝
亀
町
の
京
崎
公
園
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
前
方
に
鹿
町
の
長
串
山
が
素

晴
ら
し
い
絶
景
で
し
た
。
平
戸
か
ら
長
串

山
は
ち
ょ
っ
と
遠
い
で
す
が
、
京
崎
公
園

で
、
長
串
山
に
行
っ
た
気
分
に
な
れ
ま
す

よ
〜
。

（
Ｙ
・
Ｍ　

46
歳
女
性
）

●

　

最
近
、
家
庭
菜
園
を
始
め
、
ト
マ
ト
、

ナ
ス
を
育
て
て
い
ま
す
。
天
候
が
良
い
せ

い
か
、
み
ん
な
順
調
に
育
っ
て
い
ま
す
。

ト
マ
ト
の
実
が
な
っ
て
、
収
穫
の
時
期
が

待
ち
遠
し
い
で
す
。（

Ｋ
・
Ｓ　

51
歳
男
性
）

●

　

２
歳
の
息
子
を
連
れ
て
、
慈
眼
桜
を
初

め
て
見
に
行
き
ま
し
た
。
綺
麗
で
し
た
。

（
A
Ｎ　

28
歳
女
性
）

●

　

先
日
、
子
ど
も
の
家
庭
訪
問
が
あ
り
ま

し
た
。
家
で
は
見
ら
れ
な
い
子
ど
も
の
姿
、

意
外
な
優
し
さ
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

心
温
ま
る
思
い
で
い
ま
す
。
子
ど
も
に
携

わ
っ
て
く
だ
さ
る
た
く
さ
ん
の
人
に
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

（
レ
タ
ス　

39
歳
女
性
）

●

　

５
月
13
日
に
子
ど
も
の
運
動
会
が
あ
り

ま
し
た
。
小
学
校
最
後
の
運
動
会
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
一
緒
に
競
技
を
し
て
い
る

う
ち
に
、
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

（
カ
エ
ル　

42
歳
男
性
）

●

　

こ
の
前
の
日
曜
日
、
友
だ
ち
の
家
に
遊

び
に
行
き
ま
し
た
。
友
だ
ち
の
お
母
さ
ん

か
ら
、 「
自
分
た
ち
で
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を

作
っ
て
お
食
べ
」と
言
わ
れ
、
友
だ
ち
と

一
緒
に
作
り
ま
し
た
。
と
っ
て
も
お
い
し

く
で
き
て
、
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

（
チ
ー
ズ　

11
歳
女
性
）

●

　

も
う
す
ぐ
修
学
旅
行
が
あ
り
ま
す
。
初

の
九
州
脱
出
。
と
っ
て
も
う
れ
し
い
し
、

と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
。

（
牛
乳　

14
歳
女
性
）

●

　

母
の
日
に
娘
か
ら
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
色
と

り
ど
り
の
い
ろ
ん
な
花
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
と
て
も
心
が
和
み
ま
す
ね
。

（
あ
じ
さ
い　

62
歳
女
性
）

●

　

中
３
の
娘
が
田
平
町
に
民
泊
し
て
い
る

の
で
、
初
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
ま
し

た
。
平
戸
は
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。

私
も
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

（
Ｈ
Ｙ　

40
代
女
性
）

●

　

平
戸
は「
豊
か
な
島
」。
あ
ま
り
手
が
加

え
ら
れ
て
い
な
い
自
然
を
、
身
近
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
と
て
も
幸
せ
な
こ

と
で
す
。
ま
た
、 

あ
ら
ゆ
る
食
材
を
新
鮮

な
う
ち
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
ら
の
味
は
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
住
み
や
す
い
環
境
。

海
洋
性
気
候
の
良
い
面
を
遺
憾
な
く
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
流
行
も
の
な
ど
を
、

す
ぐ
に
手
に
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
直
ち
に
豊
か
さ

を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
の
豊
か
さ
と
は
何
か
、
平
戸
は
そ
の

答
え
を
出
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
す
。（

ビ
リ
ー
ヴ　

40
歳
男
性
）

●

　

退
職
後
は
、
よ
く
平
戸
図
書
館
を
利
用

し
て
い
ま
す
が
、
３
階
ま
で
の
階
段
の
上

り
下
り
は
、
足
が
不
自
由
な
身
に
は
、
こ

た
え
ま
す
。
１
日
も
早
い
新
し
い
図
書
館

を
待
っ
て
い
ま
す
。

（
と
な
り
の
お
ば
さ
ん　

61
歳
女
性
）

●

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s

広報ひらど 平成24年6月号Hirado City Public Relations,2012.623　 22     

今回の応募総数は、12通でした。

※プレゼントは、事業所などから提供をいただいています。

▲４月21日「平戸お庭めぐり」（大曲敦家）での一コマ。▲４月21日「平戸お庭めぐり」（大曲敦家）での一コマ。▲４月21日「平戸お庭めぐり」（大曲敦家）での一コマ。

（有）海産物のわたなべ
「あごづくし」（味付焼あご（塩味・みりん味）、手延
飛魚うどん、飛魚だし）を5名様にプレゼント！
　平戸近海で取れた新鮮なあごを使って加工し、生産
工程において、徹底した品質管理で、安心安全な製品
をお届けする（有）海産物のわたなべ。厳しい基準をク
リアし、平成23年９月６日に「味付焼あご」「塩あご一
夜干し」「焼あご」の３品が、「平成『長崎俵物』」に認定
されました。平戸市内の事業所で、この認定を受ける
のは初めてです。
　今回は、「平成『長崎俵物』」に認定された「味付焼あ
ご」のみりん味と新商品の塩味、焼あごの粉末を混ぜ
て製麺した「手延べ飛魚うどん」、炭火焼あご１尾と出
し昆布１片が入った、つゆタイプの「飛魚だし」をセッ
トにした「あごづくし」を５名様にプレゼントします。
　◎プレゼント品についてのお問い合わせ
　（有）海産物のわたなべ
　〒859-4825　平戸市田平町山内免414-6
　TEL　0950-57-0132　FAX　0950-57-0185
　ホームページ　http://www.ago-watanabe.com

あ    ご

あ    ご

（有）海産物のわたなべ

海からのおくりもの



平戸市からのお知らせ

パイロットマーク

基準　　　　　作　　業　　名　　　　　金額（円）

機

械

作

業

な

ど

の

受

委

託

料

金

農
作
業
賃
金　

１
日（
８
時
間
）

田
植　

稲
刈

手 　 　 　 植
機 械 植 補 助
手 　 　 　 刈
機 械 刈 補 助

一 般 農 作 業
農 機 具 運 転
み か ん 収 穫
時 給（ 1 時 間 ）

田畑耕転・整地（トラクタ－）
トラクター深耕（プラウ耕起）
飼 料 刈（モ ア ー）
飼料刈（ホーレージ）
飼料集草・反転(テッターレーキ)
飼 料 梱 包（ロ ー ル）
飼料梱包(ラップマシーン) 
荒田掻き（トラクタ－）

薬剤散布（動力散粉機）　
脱 穀（ハ ー ベ ス タ）　
稲刈り（バインダー）　
稲刈り（コンバイン）　
水 稲 中 苗 育 苗
籾乾燥（乾燥機）コンバイン 
籾乾燥（乾燥機）田干し

10ａ当たり
10ａ当たり
10ａ当たり
10ａ当たり
10ａ当たり
1 ミニロール
1 ミニロール
10ａ当たり

10ａ当たり

　

10ａ当たり

10ａ当たり
１袋当たり
10ａ当たり
10ａ当たり
１箱当たり
１ 乾 燥
１ 乾 燥

6,000
6,000
6,000
6,000
6,000
6,500
5,500
750
6,000
6,000
2,000
7,000
2,000
200
150
6,000
6,000

基盤整備地内
7,000

基盤整備地外
5,000

基盤整備地内
6,000

基盤整備地外
2,500
300
5,500
12,000
600
5,000
3,000

※この農作業賃金は標準額ですので当事者双方協議のうえ決定してください。

お知らせ

※

※

※

※

※

問農業委員会事務局　☎内線2653

農業委員会からのお知らせ

問水道局給水班　☎内線2816

６月１日～７日は水道週間です

「さあ今日も　水と元気が　蛇口から」
　６月１日から水道週間が始まります。水道は、私
たちの生活などに欠くことのできない、大切な財産
です。この機会に水の大切さを考えてみましょう。

水道蛇口パッキンを無料で交換します
　水道局では、水道週間に合わせ、蛇口パッキンの
無料交換を行いますので、ぜひご利用ください。
　なお、レバー式の混合水栓や蛇口の状況によっては、
交換できない場合があります。事前に電話でお申し
込みください。
○交換期間　６月１日（金）～６月15日（金）

漏水していないか確認を！
　漏水は、水道料金の負担が増えてしまいます。漏
水は各自で確認ができます。
　次の手順で、漏水していないか確認してみましょう。
○屋内漏水の確認方法
　①家中の水道の蛇口を全て閉める
　②メーターボックスを開けて、その中のメーター
　　のふたを開ける
　③パイロットマーク（下図）が回っていたら、漏水
　　です。

漏水していたら、すぐに指定給水装置工事事業者に修
理を依頼してください。

広報ひらど 平成24年６月号 24Hirado City Public Relations,2012.625

中代・植代掻き
（ト ラ ク タ－）

田 　 植 　 え
（機 械 植 え）

▼平成24 年度　農作業賃金表（標準額）

　この金額は標準的な目安ですので、労働条件を考慮
し、また地域の実情に応じ運用してください。
※賄いは地域の慣習によります。
※交通費が必要なときは、双方で協議し決定してくだ
　さい。

健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信

予防接種についてのお知らせ
 　市では、個人または集団に対し、感染する恐れのある病気の発生や重症化の予防
および、まん延を防ぐことを目的に予防接種を実施しています。
　予防接種は、種類ごとに接種する年齢が定められています。母子健康手帳を見て、
まだ接種の終わっていない予防接種がないか確認しましょう。
　また、予防接種を受けたことは、母子健康手帳に記録することになっていますの
で、接種を受けるときは、必ず、母子健康手帳を持って医療機関に行きましょう。

■ポリオの予防接種
　　ポリオの予防接種については、これまでの生ワ
　クチンを不活化ワクチンに切り替えて、秋から接種
　を行うと国の方針が示されていますが、現時点では、
　詳細は未定です。
　　今後スケジュールが確定してから、対象となる人
　にお知らせします。

■「子宮頸がん予防」「ヒブ」「小児用肺炎球菌」
　　法律に定められていない任意予防接種のうち、今
　年度は、平戸市が指定する対象年齢の子どもにかか
　る接種料金で全額負担しているものとして｢子宮頸
　がん予防｣、｢ヒブ｣、｢小児用肺炎球菌｣の３種類があ
　ります。これらについては、対象となる人に、案内
　していますので、このうちの説明書をよく読んで、
　内容を理解し、納得したうえで接種を受けましょう。

■日本脳炎の予防接種
　　定期予防接種のうち、日本脳炎について今年度は、
　接種対象年齢となる３・４歳の子どもに加えて、小
　学２・３・４年生の児童にも案内をしています。小
　学２・３・４年生の児童がいる保護者は、母子健康
　手帳を確認し、日本脳炎の第１期接種が不足してい
　る場合は接種を受けましょう。

■お問い合わせ　保健センター保健サービス班（☎内線3711）

▼予防接種法による定期予防接種

▼日本脳炎の接種対象年齢

ワクチン名

ＢＣＧ

ポリオ

三種混合

麻しん風しん
混合

日本脳炎

インフルエンザ
（高齢者のみ）

　　　　  予防できる病気

結核

急性灰白髄炎

ジフテリア・百日ぜき・破傷風

麻しん（はしか）・風しん（三日はしか）

日本脳炎

インフルエンザ

▲母子健康手帳を見て予防接種を
受けたか確認しましょう
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歳
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歳
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歳

13
歳
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歳
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歳
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歳
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歳

８
歳

７
歳

６
歳

５
歳

４
歳

３
歳

２
歳

１
歳

０
歳

年
齢

日本脳炎の予防接種が不十分になっていることがあります

第１期接種が終わって
いないことがあります

※日本脳炎の予防接種案内の対象となっていない場合でも、平成７年６月１日～平成19年４月１日生まれで、第１・２期の接種が終
　わっていない人は、20歳未満までの間、予防接種を受けることができます。
※平成24年度は、小学２・３年生の児童に「第1期初回接種（２回）」、小学４年生の児童に「第1期追加接種（１回）」の接種案内をして
　います。（小学４年生の児童には、平成23年度に「第1回初回接種（２回）」の案内をしました）

第１期
初回
接種
（２回）

第１期
追加
接種
（１回）平戸法人会平戸支部がチャイルドシートと車いすを寄贈

　４月18日、平戸法人会平戸支部の町田雅之支部長ほか３人が
市長室を訪れ、「市民のために、有効に活用してほしい」と市長に
チャイルドシート５台、車いす４台を手渡されました。
　これは、同支部の地域社会貢献活動の一環として行われたもの
で、チャイルドシートは、市民課を通じて希望者に貸し出し、車
いすは、市役所本庁に２台、文化センターに２台配置され、施設
内の移動などで利用できます。



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

問
長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
２
５
９
３

年
金
事
務
所
の
週
末
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

問
福
祉
課
総
務
班

　

☎
内
線
２
５
６
３

被
爆
二
世
の
無
料
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
す

問
都
市
計
画
課
建
築
営
繕
班

　

☎
内
線
２
２
８
７

耐
震
改
修
に
対
す
る
助
成
額
が

増
額
さ
れ
ま
し
た

問
商
工
物
産
課
商
工
労
政
班

　

☎
内
線
２
２
７
９

住
宅
・
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
申
請
を

引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す

問
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く
り
推
進
班

　

☎
内
線
３
７
６
１

じ
ゃ
が
い
も
収
穫
体
験
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

募　

集

　
　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
観
光
課
観
光
振
興
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
７
２

市
営
半
元
キ
ャ
ン
プ
場
の
予
約
を

開
始
し
ま
す

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　

☎
内
線
２
５
７
４

「
子
ど
も
手
当
」か
ら「
児
童
手
当
」へ
の

変
更
お
よ
び
現
況
届
に
つ
い
て

子ども手当（平成24年3月まで） 児童手当（平成24年4月から）名　称

対象年齢

対象児童
１人あた
りの手当
（月額）

所得制限

中学校卒業まで（15歳到達後、最初の3月31日まで）

・３歳未満（一律） 15,000円
・３歳～小学校修了前まで
　第１・２子 　　10,000円
　第３子以降　　15,000円
・中学生（一律）    10,000円

なし

●児童手当
 　（所得制限が限度額未満の人）
・３歳未満（一律） 15,000円
・３歳～小学校修了前まで
　第１・２子 　　10,000円
　第３子以降　　15,000円
・中学生（一律）    10,000円
●特例給付（所得制限が限度額以上の人）
　※平成24年６月～
・一律　5,000円（児童１人あたり）

平成24年４・５月分は、所得制限なし
平成24年６月分から、所得制限が開始

　
　
　
　
　
　

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
６
２
４

第
７
回
平
戸
市「
少
年
の
主
張
」大
会

を
開
催
し
ま
す

生
活
や
環
境
問
題
な
ど
、
日
頃
感
じ
て
い
る
こ

と
や
実
体
験
に
基
づ
い
た
こ
と
を
、
自
分
た
ち

の
目
線
で
表
現
し
、
発
表
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
と　

き　

６
月
16
日（
土
）午
後
12
時
30
分
〜

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
負
担
軽
減
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
住
宅
や
店

舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
場
合
に
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
金
申
請
額
が
予
算
に
到
達
し
た

時
点
で
受
付
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
申
請
で
き
る
人

　

①
市
内
に
住
宅
・
店
舗
を
所
有
し
て
い
る
人

　

②
市
内
に
家
を
借
り
て
い
る
人

　

※

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
が
条
件

○
対
象
と
な
る
住
宅
・
店
舗

　

①
市
内
の
住
宅
ま
た
は
店
舗

　

②
市
内
の
ア
パ
ー
ト
ま
た
は
貸
家

○
対
象
と
な
る
工
事

　

①
工
事
未
着
手
の
住
宅
・
店
舗
の
増
築
・
改

　
　

築
・
修
繕
な
ど
で
、
対
象
工
事
費
が
30
万

　
　

円
以
上（
税
抜
き
）で
あ
る
こ
と

　

②
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
工
事
が
完
了

　

古
江
町
の
半
元
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
予
約
を

開
始
し
ま
す
。
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
た
っ

ぷ
り
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
夏
休
み
の
思
い
出
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
開
設
期
間　

７
月
14
日（
土
）〜
８
月
31
日

　
（
金
）

○
入
場
料　

大
人
２
１
０
円
、
子
ど
も
１
０
０
円

○
主
な
使
用
料　

バ
ン
ガ
ロ
ー（
６
人
用
）６
，

　

３
０
０
円
、
テ
ン
ト（
８
人
用
）１
，
５
７

　

０
円
、
サ
イ
ト
料
５
２
０
円

○
予
約
開
始　

６
月
１
日（
金
）

　

※

平
日（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　
　

の
み
の
受
付
で
す
。

　

※

キ
ャ
ン
プ
場
の
開
設
後
は
、
半
元
キ
ャ
ン

　
　

プ
場（
℡
24-

２
８
４
２
）へ
直
接
予
約
し

　
　

て
く
だ
さ
い
。

　

鍋
や
飯
ご
う
な
ど
の
備
品
を
、
有
料
で
貸
し

出
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　　

次
の
世
代
を
担
う
平
戸
の
子
ど
も
た
ち
が
、

未
来
へ
の
夢
や
希
望
、
社
会
へ
の
意
見
、
日
常

　
　

し
、
代
金
支
払
い
が
で
き
る
こ
と

○
工
事
を
行
う
業
者
の
要
件　

平
戸
市
内
に
住

　

所
ま
た
は
事
務
所
を
有
す
る
施
工
業
者（
個

　

人
事
業
者
含
む
）

○
補
助
額　

対
象
工
事
費
の
税
抜
き
金
額
に
対

　

し
て
10
％（
限
度
額
10
万
円
）

○
申
請
方
法　

商
工
物
産
課
、
各
支
所
ま
た
は

　

各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　

平
戸
で
育
っ
た
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
を
行

い
、
採
れ
た
て
ホ
ク
ホ
ク
を
い
た
だ
き
ま
す
。

○
と　

き　

６
月
９
日（
土
）午
前
10
時
30
分

　

〜
午
後
１
時

○
集
合
場
所　

北
部
公
民
館
大
ホ
ー
ル

　

※

集
合
後
、
畑
に
移
動
し
ま
す
。
雨
天
時
は
、

　
　

公
民
館
で
生
産
者
の
話
を
聞
き
、
じ
ゃ
が

　
　

い
も
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

〇
参
加
費　

３
０
０
円

　

※

当
日
は
、
畑
で
作
業
を
し
や
す
い
服
装
で

　
　

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
飲
み
物
と
タ
オ
ル
を

　
　

を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
雨
天
時
は
、
エ

　
　

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
も
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
方
法　

電
話
で
、
平
戸
食
育
ワ
ー
ク

　

シ
ョ
ッ
プ
チ
ー
ム（
℡
23-

８
３
４
１
）へ
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
申
込
期
限　

６
月
６
日（
水
）

　

佐
世
保
年
金
事
務
所
で
は
、
月
に
１
回
、
年

金
の
週
末
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

年
金
相
談
の
際
は
、
年
金
証
書
や
年
金
手
帳
、

被
保
険
者
証
と
い
っ
た
本
人
確
認
書
類
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
佐
世
保
年
金
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

毎
月
第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
30

　

分
〜
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

佐
世
保
年
金
事
務
所（
佐
世
保
市

　

稲
荷
町
２-

37
）

○
お
問
い
合
わ
せ
先　

佐
世
保
年
金
事
務
所
お

　

客
様
相
談
室（
℡
０
９
５
６-

34-

１
１
４
５
）

　

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、
耐
震
診
断
な
ど

の
費
用
の
一
部
助
成
の
う
ち
、「
耐
震
改
修
」に

伴
う
助
成
額
が
、
長
崎
県
に
よ
る「
長
崎
県
耐

震
・
安
心
住
ま
い
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」の

見
直
し
に
よ
り
、
限
度
額
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

申
請
の
締
切
日
は
、
12
月
18
日（
火
）で
す
。

▼
耐
震
改
修　

診
断
の
結
果
、
耐
震
基
準
に
適

　

合
し
な
い
住
宅
の
改
修
工
事
に
対
し
、
工
事

　

費
の
２
分
の
１
で
60
万
円
を
限
度
に
助
成

○
対
象
者　

県
内
に
住
所
を
有
し
、
両
親
、
ま

　

た
は
、
そ
の
ど
ち
ら
か
が
原
爆
被
爆
者
で
、

　

昭
和
21
年
６
月
４
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　

※

両
親
の
ど
ち
ら
か
が
広
島
原
爆
の
場
合
は
、

　
　

昭
和
21
年
６
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　

※

診
断
を
受
け
る
際
に
か
か
る
交
通
費
の
支

　
　

給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
申
込
期
間　

４
月
２
日（
月
）〜
平
成
25
年

　

２
月
15
日（
金
）

○
申
込
方
法　

詳
し
く
は
、
福
祉
課
総
務
班
、

　

各
支
所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所
、
ま
た
は

　

県
北
保
健
所（
℡
57-

３
９
３
３
）に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

４
月
か
ら
、｢

子
ど
も
手
当｣
に
か
わ
っ
て
新

た
に｢

児
童
手
当
」を
支
給
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
24
年
３
月
31
日
現
在
、
子
ど
も
手
当
を

受
給
し
て
お
り
、
状
況
に
変
更
が
な
か
っ
た
場

合
、
そ
の
ま
ま
児
童
手
当
に
移
行
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
変
更
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
変
更
点　

平
成
24
年
６
月
分
か
ら
所
得
制
限

　

が
設
け
ら
れ
、
所
得
超
過
者
は
１
人
あ
た
り

　

の
手
当
月
額
が
５
，
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　

※

４
・
５
月
分
に
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

※

所
得
制
限
限
度
額
は
、
扶
養
親
族
の
人
数

　
　

に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

○
現
況
届
の
提
出　

現
況
届
は
、｢

児
童
手
当｣

　

の
受
給
資
格
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
に
行

　

う
更
新
手
続
き
で
す
。
対
象
者
に
は
６
月
中

　

旬
に｢

児
童
手
当
現
況
届｣

を
送
付
し
ま
す
。

　

６
月
以
降
分
の
受
給
に
必
要
な
届
出
な
の
で
、

　

受
付
期
間
内
に
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

　

い
。
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輸送能力をアップ。第二フェリー大島を改造しました
　４月23日から５月2日にかけて、市営交通船「第二フェリー大
島」の車両甲板の高さを10ｔウィングボディ車の搭載ができるよ
うに、天井の改造工事を行いました。
　これにより、作業の効率を高めて、天候に左右されずに大島村
産の農産物などを出荷できるようになりました。「第二フェリー
大島」は、大島村と本土を結ぶ唯一の航路です。今後とも利用者
の利便性の確保とサービスの向上に努めます。

長崎がんばらば国体へ弾み。全国大会３位入賞！
　５月５日、福岡久山町相撲場で行なわれた、第22回全国選抜
大学・社会人対抗相撲九州大会（九州相撲連盟主催）において、
米倉智晃監督（平戸市振興公社）率いる長崎県選抜チーム（１チー
ム３人制）が出場し、昨年に引き続き3位入賞を果たしました。
本市からは、松永六十四選手（猶興館高校教諭）が出場。平成26
年10月に開催される「長崎がんばらんば国体」に向けて、今後の
活躍が期待されます。



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　

☎
内
線
２
５
７
４

乳
児
へ
の
育
児
用
品
貸
出
事
業
の

第
２
期
募
集
に
つ
い
て

＜第２期申請＞

申請期間

対 象 者

貸 出 日

貸出台数

６月１日（金）～ 14日（木）

市内に住所を有する、平成24年７月１
日～９月30日に赤ちゃんを出産予定の
保護者

出産予定日の2週間前より可能

ベビーベッド15台、ベビーバス10台、
ベビースケール20台

募　

集

　

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
７
５

　

平
戸
幼
稚
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
平
戸
幼
稚
園

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
２
８
１
０

募　

集

　
　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
観
光
課
観
光
振
興
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
７
２

半
元
キ
ャ
ン
プ
場
開
設
期
間
中
の

管
理
人
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　

申
・
問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
班

　　
　
　
　
　
　

☎
線
２
６
２
５

「
平
戸
高
島
サ
バ
イ
バ
ル
塾
」参
加

者
を
募
集
し
ま
す

問
企
画
課
協
働
ま
ち
づ
く
り
班

　

☎
内
線
２
３
３
４

積
極
的
な
ご
応
募
を
！
ま
ち
づ
く
り

関
係
の
研
修
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

平成24年度電源地域振興センター国内研修スケジュール表　※事情により変更や中止されることがあります。
研 修 テ ー マ 開催時期 日数 研修場所

多様な主体が活躍する協働によるまちづくり

地域産品を活用した特産品づくり～売れる特産品づくりとは？～

少子高齢時代の地域づくり

災害に強いまちづくり～これまでの災害の経験と教訓を踏まえて～

地域ぐるみで進める観光まちづくり～観光地域づくりを持続的に進める方策とは？～

企業誘致による地域活性化

地域農業の活性化～所得向上・担い手対策　等～

地域産業の活性化

多様な主体が活躍する協働によるまちづくり
地域ぐるみで進める観光まちづくり
～観光地域づくりの中核を担う中間組織の役割とは？～

平成24年  8月

平成24年  8月

平成24年  9月

平成24年10月

平成24年10月

平成24年11月

平成24年12月

平成25年  1月

平成25年  1月

平成25年  2月

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2 電源地域振興
センター（東京都）

電源地域振興
センター（東京都）

電源地域振興
センター（東京都）

東北地方

近畿地方

先進地

九州地方

○
申
込
締
切
日　

６
月
15
日（
金
）

　　
（
財
）電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
主
催
の
各
種

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
研
修
内
容
は
、
ま

ち
づ
く
り
、
地
域
活
性
化
、
人
材
育
成
の
た
め

の
研
修
会
で
す
。

○
募
集
人
数　

５
人

　

※

応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
と
な
り
ま
す
。

○
申
込
締
切
日　

７
月
２
日（
月
）必
着

○
対
象
者　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

　

①
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
満
18
歳
以
上

　
　
（
学
生
を
除
き
ま
す
）で
、
市
税
な
ど
の
滞

　
　

納
が
な
い
人

　

②
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
本
市
の
ま
ち
づ

　
　

く
り
、
地
域
活
性
化
な
ど
に
活
か
し
た
い

　
　

と
い
う
意
欲
の
あ
る
人

　

③
研
修
終
了
後
、
速
や
か
に
研
修
レ
ポ
ー
ト

　
　
（
感
想
な
ど
）を
提
出
で
き
る
人

○
費　

用　

旅
費
・
参
加
費
は
、
本
市
の
旅
費

　

規
程
に
基
づ
き
市
が
負
担
し
ま
す
。

○
申
込
方
法　

各
施
設
の
窓
口
に
備
え
付
け
の

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
と
参
加
し
た
い
理
由

　

を
記
入
し
、
企
画
課
協
働
ま
ち
づ
く
り
班
、

　

ま
た
は
、
各
支
所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所

　

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。

　
　

ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
ト
ッ
プ
ペ
ー

　

ジ
↓
募
集
中
↓（
財
）電
源
地
域
振
興
セ
ン

　

タ
ー
研
修
参
加
者
募
集
」か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
入
園
児
を「
随
時
募
集
」し
ま

す○
対
象
者　

４
歳
児（
平
成
20
年
４
月
２
日
以

　

降
に
生
ま
れ
た
園
児
で
、
誕
生
日
を
迎
え
た

　

翌
月
よ
り
入
園
可
）

○
保
育
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時

○
保
育
料　

５
，
５
０
０
円（
月
額
）

　

※

こ
の
ほ
か
、
給
食
費
、
教
材
費
、
育
友
会

　
　

費
な
ど
月
額
６
，
０
０
０
円
ほ
ど
か
か
り

　
　

ま
す
。

○
申
込
方
法　

平
戸
幼
稚
園
ま
た
は
学
校
教
育

　

課
に
備
え
付
け
の
入
園
願
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
の「
子
育
て
広
場
エ
レ
ン
・
Ｃ
」に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

平
戸
幼
稚
園
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
幼
稚
園
を
開
放
し
、
未
就
園
児
と
保
護
者

と
の
交
流
の
場
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

○
対
象
者　

幼
稚
園
や
保
育
所
に
行
っ
て
い
な

　

い
家
庭
保
育
の
幼
児
と
保
護
者

○
内　

容　

人
形
劇
や
芋
ほ
り
な
ど
の
行
事
へ

　

の
参
加
や
、
毎
月
１
回
施
設
を
開
放
す
る
フ

　

リ
ー
デ
ー
を
設
け
楽
し
く
活
動
し
ま
す
。

○
費　

用　

必
要
に
応
じ
て
実
費
の
み

○
申
込
方
法　

電
話
で
平
戸
幼
稚
園
へ
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

　

※

研
修
の
詳
細
は
、
研
修
開
催
の
１
カ
月
前

　
　

に
な
ら
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

※

研
修
日
数
は
２
日
間
ま
た
は
３
日
間
で
す

　
　

が
、
開
催
場
所
に
よ
り
前
後
に
移
動
日
が

　
　

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

　

野
外
活
動
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

毎
年
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る
市
営
半
元
キ
ャ
ン
プ

場
の
管
理
人
を
希
望
す
る
人
は
、
観
光
課
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
間
中
は
施
設
に
常
駐
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

○
雇
用
期
間　

７
月
１
日（
日
）〜
８
月
31
日

　
（
金
）62
日
間

○
業
務
内
容　

利
用
者
の
受
け
入
れ
や
料
金
の

　

徴
収
業
務
、
施
設
の
管
理
業
務
な
ど

○
募
集
人
数　

１
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

　

は
書
類
選
考
し
ま
す
）

○
募
集
締
切
日　

６
月
18
日（
月
）

○
申
込
方
法　

観
光
課
に
備
え
付
け
の
申
込
用

　

紙
に
記
入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

島
で
共
同
生
活
を
体
験
し
、
心
身
と
も
に
た

く
ま
し
い
成
長
を
目
指
す
、
２
泊
３
日
の
野
外

体
験
学
習
で
す
。

○
と　

き　

７
月
23
日（
月
）〜
25
日（
水
）

　

※

予
備
日　

７
月
26
日（
木
）〜
28
日（
土
）

　

※

雨
天
決
行（
た
だ
し
、
船
が
使
え
な
い
場

　
　

合
は
予
備
日
に
順
延
し
ま
す
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
野
子
町
高
島

○
対
象
者　

 

市
内
小
学
校
４
年
生
〜
６
年
生

○
募
集
人
数　

40
人

○
参
加
費  

１
人
５
，
０
０
０
円（
保
険
料･

食

　

糧
費･

そ
の
ほ
か
経
費
）

○
内　

容　

高
島
散
策
、
船
釣
り
体
験
、
離
れ

　

島
探
索
な
ど

○
申
込
方
法　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
班

　

に
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
た
ち
が
、
市
の
主
催
す
る
講
座
な
ど
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
託
児
を
実
施
し
て
お
り
、
託
児

に
協
力
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
活
動
内
容

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
資
格
・
条
件
な
ど　

健
康
な
人
で
あ
れ
ば
資

　

格
・
条
件
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
託
児
に
関
す

　

る
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
謝　

礼　

１
時
間
に
つ
き
７
０
０
円

○
申
込
方
法　

電
話
で
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

乳
児
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
、
保
護
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
育
児
用

品
の
貸
出
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

○
貸
出
用
品
と
貸
出
期
間

　

①
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

最
長
１
年

　

②
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル（
体
重
計
）　

１
〜
３
カ

　
　

月

　

③
ベ
ビ
ー
バ
ス　

１
〜
３
カ
月

○
申
請
方
法　

印
か
ん
と
母
子
健
康
手
帳
を
お

　

持
ち
の
上
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
班
、
ま
た

　

は
各
支
所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所
に
備
え

　

付
け
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま

　
　

す
。

　

※

育
児
用
品
の
貸
出
・
返
却
は
、
本
庁
福
祉

　
　

課
子
育
て
支
援
班
ま
た
は
各
支
所
市
民
協

　
　

働
課
、
各
出
張
所
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。
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不
妊
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

問
県
北
保
健
所

　

☎
57

-

３
９
３
３

ピ
ー
ス
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
お
知
ら
せ

問
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
事
務
局

　
（
長
崎
市
平
和
推
進
課
内
）

　

☎
０
９
５-

８
４
４-

９
９
２
３（
担
当 

中
村
）

労
働
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
が

便
利
で
す長

崎
労
働
局 

労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
9
5

-

8
0
1

-

0
0
2
5

問

問
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
同
子
育
て
講
演
会
事
務
局

　

平
戸
小
学
校（
森
本
教
頭
）

　

☎
22‐

２
４
１
０

戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

渡
部
陽
一
氏
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　
　
　

申
・
問
平
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　　
　
　
　
　

☎
22

-

3
1
0
0

植
木
剪
定
技
能
講
習
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す

防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

問
九
州
防
衛
局
企
画
部
地
方
調
整
課

　

☎
０
９
２

-

４
８
３

-

８
８
１
６

■４月末までの
　火災救急件数

（ 　）内は昨年同期

（ 　）内は昨年同期

■４月の交通事故

件　数

死　者

負傷者
（重傷）２名（軽傷）７名

（24件）

（  ０名）

（37名）

８件

０名

９名

火災

救急

14件）

506件（538件）

８件（
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【
平
戸
地
区
】

石
田　

湖
心 

充
樹 

上
大
垣

西
田　

大
峨 

智
美 

上
大
垣

土
肥　

里
緒
奈 

鉄
弥 

潮
の
浦

福
地　

那
都 

啓
太 

上
大
垣

石
橋　

愛
心 

幸
雄 

大
山　

宮
川　

陽
來 

博
規 

宮
の
浦

魚
返　

玲
奈 

政
亨 

明
の
川
内

道
添　

由
萌 

直
徳 

上
大
垣

杉
山　

優
奈 

一
成 

田
崎

江
口　

紗
波 

忠
司 

下
大
垣

【
生
月
地
区
】

片
瀬　

來
空 

学 

壱
部

大
川　

紗
幸 

博
範 

浦
北

末
永　

蒼
空 

宏
三 

浦
南

【
田
平
地
区
】

松
田　

蒼
颯 

亮 

以
善

松
森　

健
汰 

建
伍 

永
田

鴨
川　

玉
季 

孝
行 

下
里

【
平
戸
地
区
】

高
石　

ミ
ヨ 

92
歳 

4
／
18 

山
中

山
田　

ヒ
サ
エ 

84
歳 

4
／
18 

根
獅
子
第
２

齊
藤　

節
代 

80
歳 

4
／
19 

宮
の
浦

福
本　

ソ
メ 

92
歳 

4
／
20 

度
島
浦

大
山　
　
 

74
歳 

4
／
22 

猪
渡
谷

吉
村　

章 

81
歳 

4
／
22 

肥

　

原　

チ
ヨ 

90
歳 

4
／
24 

紐
差
第
２

菰
田　

敏
行 

89
歳 

4
／
24 

紐
差
第
４

廣
瀨　

マ
サ 

92
歳 

4
／
24 

宮
の
浦

村
田　

𠮷
之
介 

87
歳 

4
／
24 

根
獅
子
第
４

北
村　

貞
二 

80
歳 

4
／
25 

赤
坂

豊
嶋　

傳
一 

84
歳 

4
／
25 

木
ヶ
津
第
４

橋
口　

万
一 

81
歳 

4
／
30 

津
吉
中
央

阿
立　

米
一 

82
歳 

5
／
1 

下
中
野

赤
木　

フ
イ 

90
歳 

5
／
2 

草
積

里
崎　

稔 

98
歳 

5
／
3 

早
福

宇
野　

キ
ク 

89
歳 

5
／
3 

中
の
原

前
田　

セ
ツ
子 

93
歳 

5
／
4 

宮
の
浦

池
田　

八
重
子 

78
歳 

5
／
4 

中
の
原

作
元　

勝
利 

68
歳 

5
／
5 

下
中
津
良

幸
屋　

作
雄 

70
歳 

5
／
6 

曲
り

奧
村　

安
佐 

90
歳 

5
／
6 

戸
石
川

山
内　

ヒ
サ 

89
歳 

5
／
8 

西
の
久
保

藤
原　

利
夫 

92
歳 

5
／
9 

神
崎

小
田　
　

造 

94
歳 

5
／
13 

大
志
々
伎

【
生
月
地
区
】

墨
谷　

德
惠 

84
歳 

4
／
15 

舘
浦
浜

大
石　

保
之 

89
歳 

4
／
19 

舘
浦
潮
見

平
松　

ヒ
サ
子 

75
歳 

4
／
24 

山
田

松
永　

勇
一 

90
歳 

4
／
25 

山
田

眞
辺　

友
三
郎 

93
歳 

5
／
2 

舘
浦
浜

住
江　

恵
津
子 

48
歳 

5
／
6 

浦
南

山
下　

清 

82
歳 

5
／
8 

元
触

鳥
山　

芳
雄  

90
歳 

5
／
10 

元
触

荒
田　

フ
ミ
ヱ 

84
歳 

5
／
14 

堺
目

【
田
平
地
区
】

山
﨑　

文
夫 

87
歳 

4
／
17 

米
の
内

白
石　

文
一 

81
歳 

4
／
18 

生
向

吉
浦　

敏
夫 

72
歳 

4
／
22 

福
崎

安
見　

チ
エ
子 

93
歳 

4
／
22 

平
戸
口

大
下　

義
雄 

91
歳 

4
／
26 

下
亀

多
々
良　

セ
イ 

101
歳 

4
／
28 

永
田

中
村　

ミ
ツ 

93
歳 

4
／
30 

永
田

坂
本　

松
枝 

88
歳 

5
／
5 

小
手
田

松
瀨　

ミ
エ
子 

80
歳 

5
／
13 

生
向　
　

　
　
　
　
　
　

（
４
／
16
〜
５
／
15
受
付
分
）

い
し　
だ 

こ　

こ 

か
つ　
き

に
し　
だ 

た
い　
が 

と
も　
み

　
ど　

い 

り　

お　

な 

て
つ　
や

ふ
く　
ち 

な　

つ 

け
い　
た

い
し
ば
し 

あ
い　
み 

ゆ
き　
お

み
や
が
わ 

あ
き　
な 

ひ
ろ
の
り

お
が
え
り 

れ
い　
な 

ま
さ
ゆ
き

み
ち
ぞ
え 

ゆ　

め 

な
お
の
り

す
ぎ
や
ま 

ゆ　

な 

か
ず
な
り

　
え　
ぐ
ち 

さ　

な 

た
だ　
し

か
た　
せ 

ら
い　
あ 

ま
な
ぶ

お
お
か
わ 

さ　
ゆ
き 

ひ
ろ
の
り

す
え
な
が 

そ　

ら 

ひ
ろ
み
つ

ま
つ　
だ 

く
り
ゅ
う 

り
ょ
う

ま
つ
も
り 

け
ん　
た 

け
ん　
ご

か
も
が
わ 

た
ま　
き 

た
か
ゆ
き

た
か
い
し

や
ま　
だ

さ
い
と
う 

せ
つ　
よ

ふ
く
も
と

お
お
や
ま 

ひ
ろ
し

よ
し
む
ら 

あ
き
ら

は
ぎ
わ
ら

こ
も　
だ 

と
し
ゆ
き

ひ
ろ　
せ

む
ら　
た 

き
ち　
の　
す
け

き
た
む
ら 

さ
だ　
じ

と
よ
し
ま 

で
ん
い
ち

は
し
ぐ
ち 

ま
ん
い
ち

　
あ　
だ
ち 

よ
ね
い
ち

あ
か　
ぎ

さ
と
ざ
き 

み
の
る

　
う　

の

ま
え　
だ

い
け　
だ 

や　

え　

こ

さ
く
も
と 

か
つ
と
し

こ
う　
や 

さ
く　
お

お
く
む
ら 

あ　

さ

や
ま
う
ち

ふ
じ
は
ら 

と
し　
お

　
お　

だ 

ゆ
く
ぞ
う

す
み　
や 

と
く　
え

お
お
い
し 

や
す
ゆ
き

ひ
ら
ま
つ

ま
つ
な
が 

ゆ
う
い
ち

　
ま　
な
べ 

と
も
さ
ぶ
ろ
う

す
み　
え 

え　

つ　

こ

や
ま
し
た 

き
よ
し

と
り
や
ま 

よ
し　
お

あ
ら　
た

や
ま
さ
き 

ふ
み　
お

し
ら
い
し 

ぶ
ん
い
ち

よ
し
う
ら 

と
し　
お

や
す　
み

お
お
じ
も 

よ
し　
お

た　

た　

ら

な
か
む
ら

さ
か
も
と 

ま
つ　
え

ま
つ　
せ

　

海
上
自
衛
隊
の
活
動
に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

○
と　

き　

６
月
９
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

　
「
身
近
に
あ
る
大
切
な
も
の
」を
テ
ー
マ
に
、

戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
渡
部

陽
一
氏
を
講
師
に
迎
え
て
平
戸
市
民
生
涯
学
習

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
で
は
伝
わ

ら
な
い
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
出
来
事
や
真
実

を
写
真
や
映
像
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
世
界
の

子
ど
も
た
ち
の
現
状
を
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
伝

え
ま
す
。

○
と　

き　

７
月
１
日（
日
）午
後
１
時
30
分
か

　

ら
○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

○
入
場
料　

無
料

　

※

託
児
所（
要
事
前
申
込
）・
手
話
通
訳
あ
り

　

県
で
は
、
高
額
の
治
療
費
が
か
か
る
特
定
不

妊
治
療
に
つ
い
て
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
に
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
治
療
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

○
対　

象

　

①
県
内
在
住
の
夫
婦

　

②
夫
婦
の
前
年
の
合
計
所
得
額
が
７
３
０
万

　
　

円
未
満
の
人

　

③
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け

　
　

た
人

○
助
成
内
容　

１
回
の
治
療
に
つ
き
15
万
円
を

　

上
限
と
し
て
、
初
年
度
の
み
年
３
回
ま
で
、

　

２
年
度
目
以
降
は
年
２
回
を
限
度
に
通
算
５

　

年
間（
通
算
10
回
）ま
で
助
成
し
ま
す
。

　

※

助
成
年
度
は
、
助
成
金
の
申
請
を
行
う
日

　
　

が
属
す
る
年
度
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
申
請
は
、
平
成
25
年
３
月
31

日
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

○
募
集
内
容　
「
平
和
な
瞬
間
は
ど
ん
な
顔
？
」

　

を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
平
和
の

　

写
真
、
日
常
生
活
の
何
気
な
い
ひ
と
時
に
平

　

和
と
感
じ
る
瞬
間
の
風
景
・
人
物
な
ど
の
写

　

真
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
期
限　

７
月
13
日（
金
）ま
で（
必
着
）

○
応
募
資
格　

一
般
の
部（
高
校
生
以
上
）、
こ

　

ど
も
の
部（
中
学
生
以
下
）

○
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
写
真
の
裏
に
貼
り
付
け
て
送
付
し
て
く

　

だ
さ
い
。

○
応
募
先　

長
崎
市
平
野
町
７
番
８
号　

長
崎

　

原
爆
資
料
館
内

　

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
事
務
局（
長

　

崎
市
平
和
推
進
課
内
）

　

詳
し
く
は
、
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.nucfreejapan.com

　

植
木
な
ど
の
剪
定
を
中
心
と
し
た
技
能
講
習

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
講
は
無
料
で
す
。

○
講
習
期
間　

６
月
25
日（
月
）〜
29
日（
金
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○
対　

象　

55
歳
以
上
の
人

○
募
集
定
員　

20
人（
先
着
順
）

○
申
込
方
法　

事
務
所
に
備
え
付
け
の
申
込
用

　

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切　

６
月
14
日（
木
）

　

労
働
保
険
料
お
よ
び
一
般
拠
出
金
は
、
口
座

振
替
に
よ
り
納
付
が
で
き
ま
す
。

○
申
込
方
法　

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
お
よ
び
長
崎
労
働
局
か
ら
申

　

込
用
紙
を
取
り
寄
せ
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

口
座
を
開
設
し
て
い
る
金
融
機
関
の
窓
口
へ

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
一
部
の
金
融
機
関
で
は
、
取
扱
い
が
で
き

　
　

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
長
崎
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

講師  渡部陽一氏

と　
　

き


